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宋
都
監
探
原
考
（
二
）
－
五
代
の
行
営
都
監
－

　
　
は
じ
め
に

　
宋
朝
は
唐
宋
五
代
の
藩
鎮
敗
報
の
弊
に
鑑
み
、
旧
来
の
藩
遺
制
を
廃
棄
し
、
新

た
に
辺
防
と
地
方
の
治
安
維
持
の
要
と
し
て
禁
車
を
各
地
に
配
備
し
た
。
か
か
る

屯
駐
禁
車
は
軍
制
路
及
び
府
州
単
位
で
都
部
署
・
部
署
（
都
総
管
・
総
管
）
と
称

さ
れ
る
統
兵
営
の
統
帥
の
も
と
に
置
か
れ
た
が
、
こ
れ
ら
統
兵
営
の
軍
政
を
監
督

し
、
彼
ら
に
よ
る
地
方
屯
駐
車
の
遠
心
化
を
防
止
す
る
役
割
を
担
っ
た
の
が
、
鈴

轄
・
都
監
・
監
押
と
い
っ
た
屯
駐
車
の
監
督
職
で
あ
っ
た
。
『
宋
史
』
に
よ
れ
ば
、

鈴
轄
は
辺
寇
の
悍
禦
に
際
し
て
は
総
管
と
協
議
し
、
都
監
は
禁
軍
の
屯
戌
・
辺
防
・

訓
練
の
政
令
を
管
掌
し
た
と
い
う
。
こ
の
内
、
路
・
府
州
・
県
に
広
範
に
置
か
れ

た
の
が
部
監
と
監
押
で
、
監
押
は
資
序
の
低
い
者
が
任
ぜ
ら
れ
た
場
合
に
こ
れ
を

称
し
た
。
史
書
は
時
に
部
監
を
監
軍
或
は
護
軍
と
記
し
て
い
る
。

　
宋
朝
軍
制
の
特
色
は
、
中
央
禁
軍
を
地
方
に
直
派
・
常
駐
さ
せ
、
更
に
そ
の
統

兵
営
の
屯
駐
軍
政
を
専
任
の
軍
事
監
督
営
に
監
督
さ
せ
る
と
い
う
徹
底
し
た
軍
備

の
中
央
集
権
化
に
あ
っ
た
。
か
か
る
体
制
は
宋
朝
に
お
い
て
確
立
を
見
た
が
、
宋

に
及
ん
で
一
朝
に
し
て
成
っ
た
も
の
で
な
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
筆
者
は

宋
朝
軍
制
を
特
色
づ
け
る
こ
の
部
監
な
る
軍
事
監
百
官
の
系
譜
的
起
源
を
尋
ね
、

宋
朝
に
到
る
そ
の
制
度
的
沿
革
を
跡
づ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
宋
朝
軍
制
の
確
立

過
程
の
一
面
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
考
え
て
お
り
、
そ
の
様
な
試
み
の
一
環
と
し

；

ｌ

友
　
　
永

楠

て
先
に
唐
代
の
部
監
に
つ
い
て
些
か
論
じ
た
。
筆
者
は
部
監
は
有
事
に
編
成
さ
れ

る
行
宮
禁
軍
の
部
監
と
、
地
方
に
常
駐
す
る
屯
駐
禁
軍
の
部
監
に
分
け
て
検
討
さ

れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
と
考
え
て
い
る
。
そ
れ
は
両
者
が
職
務
の
本
質
を
同
じ
く
す

る
も
の
の
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
起
源
と
そ
の
後
の
制
度
的
展
開
を
異
に
し
、
前
者
は

唐
代
の
行
官
軍
の
監
軍
を
継
承
す
る
も
の
、
後
者
は
そ
の
様
な
行
宮
監
軍
か
ら
派

生
し
た
五
代
の
地
方
屯
駐
禁
軍
の
監
督
官
と
唐
代
以
来
の
藩
鎮
の
監
軍
が
融
合
し

生
成
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
先
論
で
は
こ
の
内
の
行
宮
都

監
を
取
り
上
げ
、
唐
代
に
お
け
る
そ
の
起
源
に
つ
い
て
論
じ
た
が
、
小
論
で
は
五

代
の
行
宮
部
監
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。
そ
こ
で
、
本
論
に
入
る
に
当
た
り
先
論

の
要
点
を
簡
単
に
整
理
し
て
お
き
た
い
。

　
①
　
行
官
軍
の
戦
目
付
た
る
監
軍
の
起
源
は
甚
だ
古
く
春
秋
時
代
ま
で
遡
る

　
　
が
、
末
代
の
行
宮
都
監
の
直
接
的
起
源
は
唐
後
半
期
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
唐
初
以
来
、
行
官
軍
の
監
軍
に
は
御
史
が
任
ぜ
ら
れ
て
い
た
が
、
玄
宗
朝
を

　
　
境
に
宦
官
が
こ
れ
に
代
わ
り
、
徳
宗
朝
に
至
っ
て
こ
の
宦
官
監
軍
は
「
部
監
」

　
　
な
る
宮
称
を
帯
び
る
よ
う
に
な
っ
た
。
因
み
に
、
地
方
の
藩
鎮
に
派
遣
さ
れ

　
　
た
宦
官
の
目
付
役
も
監
軍
或
い
は
監
軍
使
と
称
さ
れ
た
が
、
部
監
と
呼
ば
れ

　
　
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　
②
　
行
宮
部
監
は
行
官
軍
司
令
官
の
指
揮
命
令
系
続
か
ら
独
立
し
、
皇
帝
の
意

　
　
志
を
行
宮
軍
政
に
忠
実
に
反
映
さ
せ
る
と
と
も
に
、
行
官
軍
の
遠
心
化
を
防
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止
す
る
機
能
を
果
た
し
た
。

③
　
皇
帝
権
の
強
化
が
は
か
ら
れ
た
唐
後
半
期
を
通
じ
、
宦
官
の
行
宮
都
監
は

　
②
の
如
き
役
割
を
担
っ
て
馳
駆
し
た
が
、
唐
末
の
宮
武
軍
節
度
使
朱
全
忠
に

　
よ
る
宦
官
粛
正
に
よ
っ
て
そ
の
活
動
を
停
止
し
た
。

　
　
五
代
の
行
営
都
監
の
事
例

　
九
〇
七
年
、
梁
正
米
全
店
は
唐
の
昭
宣
帝
の
禅
譲
を
受
け
て
後
架
を
建
国
し
た

が
、
太
唐
帝
位
の
継
承
は
名
ば
か
り
で
、
唐
米
の
雄
藩
割
拠
の
状
況
は
何
ら
変
化

す
る
こ
と
は
な
く
、
米
の
太
宗
が
太
平
興
国
四
年
（
九
七
九
年
）
に
北
漢
を
征
服

し
国
内
を
統
一
す
る
ま
で
、
こ
の
様
な
状
態
は
続
い
た
。
こ
の
五
代
・
米
初
の
間

は
分
裂
混
乱
期
と
評
さ
れ
る
如
く
、
都
合
六
王
朝
一
〇
国
が
興
亡
し
、
各
政
権
下

に
あ
っ
て
は
雄
藩
の
反
乱
が
跡
を
絶
だ
な
か
っ
た
。
一
方
、
北
方
契
丹
の
外
圧
は

華
北
政
権
に
常
に
軍
事
的
緊
張
を
与
え
続
け
、
後
背
の
成
立
に
典
型
的
に
見
る
如

く
、
時
に
王
朝
交
替
す
ら
促
し
た
。
か
く
て
五
代
の
各
王
朝
と
も
頻
繁
に
軍
事
行

動
を
起
こ
し
、
領
域
内
外
に
お
い
て
軍
隊
を
盛
ん
に
展
開
さ
せ
た
。

　
唐
米
の
米
全
店
に
よ
る
粛
正
に
よ
っ
て
、
地
方
雄
藩
に
秘
匿
さ
れ
た
ご
く
少
数

の
者
を
除
き
、
内
外
の
宦
官
が
消
滅
し
た
こ
と
は
先
論
に
述
べ
た
如
く
で
あ
る
が
、

こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
宦
官
を
任
じ
た
行
営
部
監
と
い
う
職
務
そ
の
も
の
が
消
滅
す

る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
上
述
の
如
き
軍
事
多
端
な
五
代
に
お
い
て
は
、

行
宮
都
監
の
有
用
性
は
高
ま
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
決
し
て
減
じ
る
こ
と
は
な
か

っ
た
。
『
資
治
通
鑑
』
（
以
下
、
『
通
鑑
』
と
略
す
）
巻
二
六
六
、
後
架
紀
一
、
太
祖
・

開
平
元
年
七
月
丁
巳
か
ら
翌
年
三
月
甲
午
に
か
け
て
の
条
に
。

　
　
帝
以
豪
州
刺
史
李
恵
安
代
（
康
）
懐
貞
為
酪
州
行
宮
部
統
、
（
開
平
二
年
二
月
）

　
　
幸
恵
安
等
攻
酪
州
、
久
不
下
。
士
卒
疲
弊
、
多
逃
亡
。
…
…
（
三
月
）
帝
以

　
　
李
思
安
久
無
功
、
亡
将
校
四
十
余
人
、
士
卒
以
万
計
、
更
閉
壁
自
守
。
遊
侠

　
　
召
詣
行
在
。
甲
午
、
削
思
安
官
爵
、
勒
帰
本
質
充
役
、
斬
監
押
楊
敏
貞
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
史
料
中
の
括
弧
・
傍
点
は
筆
者
が
付
し
た
。
以
下
同
様
）

と
あ
り
、
後
梁
に
と
っ
て
最
大
の
敵
対
勢
力
で
あ
っ
た
晋
の
前
線
拠
点
濯
州
を
攻

略
す
る
た
め
、
豪
州
刺
史
の
李
思
安
を
酪
州
行
官
部
続
に
任
じ
た
が
、
戦
功
も
な

く
嬰
城
に
徹
し
徒
に
将
士
を
損
な
っ
た
故
を
以
て
、
彼
を
解
任
・
除
籍
し
、
同
時

に
監
押
の
楊
敏
貞
を
処
刑
し
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
後
梁
建
国
直
後
に
部
監
職

が
行
官
軍
に
設
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
と
と
も
に
、
監
押
の
楊
敏
貞
に

対
す
る
処
分
の
重
さ
か
ら
、
行
官
軍
に
お
け
る
部
監
職
の
職
責
の
重
要
さ
を
窺
う

こ
と
が
で
き
る
。

　
五
代
に
お
け
る
軍
事
の
緊
要
性
を
反
映
し
て
、
こ
の
時
代
の
行
宮
部
監
任
用
の

事
例
は
唐
代
を
は
る
か
に
凌
い
で
検
出
さ
れ
る
。
以
下
に
五
代
各
王
朝
に
お
け
る

事
例
を
表
示
し
て
み
よ
う
。
な
お
、
行
宮
部
監
の
唐
か
ら
宋
へ
の
制
度
的
連
続
性

を
確
認
す
る
意
味
で
、
唐
代
と
宋
初
に
お
け
る
事
例
も
挙
げ
る
こ
と
に
す
る
。
宋

初
の
事
例
は
多
数
に
上
る
の
で
、
代
表
的
事
例
と
し
て
、
列
国
平
定
戦
役
に
関
す

る
も
の
を
挙
げ
た
。
と
こ
ろ
で
、
上
述
の
如
く
部
監
は
そ
の
本
来
の
名
称
で
あ
る

　
「
監
軍
」
、
或
い
は
こ
れ
と
同
義
の
「
護
軍
」
を
以
て
称
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
ま

た
「
某
軍
を
監
す
」
・
「
某
兵
を
監
す
」
な
ど
と
表
記
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、

こ
の
様
な
ケ
ー
ス
も
採
録
・
表
示
し
た
。
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弓豺海田兄Z『吊冰』 珊賢恵鼎 招丑團涙 馳海田
96｀996 ｙ｀Ｓ 69

男琲［引9乙『吊木』 嘔海将固更Md胴 退醇胴胴(詞蓼附圃　回 認6 S/p 89
翁騨燎6ZIr￥Ｍ匠日1』 善郵珊ｉ東和吾輩團 迦刄Md涙(μ削が疸騨寮 996 y/S 19

Z6Z『ー硲』 藻屑留唇雄勁胴i! 回叢蓄疹 圃　沁』 996 1/乙 99

四旨壇場ZgZr吊冰』 環海器μ＠束退陥 回無智疹 圖呈易 996 Ｚ 99
疸碧療6zlrlM圧日l』 善珊ー剱勁(削1冊酋浙 回無智漸 翁騨豪 996 Ｚ ﾔ9

狗鐘昼王I認『雁木』 環海剱￥ 耗潜函ｌ 雄掻玉 y96 Ｉ S9
1卵『一発』 藻屑尿趾雅昭 退醇聖罪 圃　㈲ ｼ96 S/I Z9

HIr吊ＭΞ日1』 由1珊(?･恵持碁裾詐 （祝Ｑ世智）擢罰荼写 (陥吏) ｼ96 S/I覗席 宗祖 19

四賀聊tgZr吊冰』 珊鼎座痢暴封(夕嵐稽退面面端座毒秤苔府剱尽曾而池迦富疹 警　聊 聡6 乙
09

06D 88Z『ーＦ』 嘔毀(∂重和１両面鼎座香招遜聊擢尽曾聊聊唐座像 圃　㈲ 訪6 I/Z 6ﾔ

吋1避・鼎王果alr蜀ｙ抄冊』 珊鼎座留謡趾 招退壽妄尽曾聊池卿池専 聊昆沓 Z96 １／ｚＵｍ Ⅲ￥ 防希 辰

４閤・鼎王叡91「靭写拙冊』 漆蕩孝恵乖(司導退巾回和酒（尽私喩（μ加西）吸玉 (陥士) 曜附 乙｀Ｉ £ひ

88乙『一発』 専属１重旛価扮汲征 旛一信汲秘 聊　王 6妬 OI/Z 叶
g01「吊Ｍ狸日１」｀Ｒ「ＩＦ』 珊箭恒河昌身咄家 隷泗（一審聊（j咄家）泰三 海　王 6妬 乙／乙 ９

男俐ｉ鋤I認『吊冰』 環海雄勁巾回 腿泗（幇心安Ｑ巾回）砥石 附聊祁 6妬 t/Z 旨

９とはIFIOIr靭∃Jtrll」 蕩瀦留丿器趾囲胴屁 招泗（一石聊（削婬冷）喩Ξ 駒　王 計6 F/I ９

巧翁妄φ901『￥ＭΞ日I』 珊海留ぢ暴封獣旨 招１（爾喜王Ｑ阪警）砥石 荼擢蜜 計6 T沢聊 場徊 蚕俯 践
98Z『ー劉』 珊聊爾唇雄勁閣閣 （回無限凶）祠退行汲 雄心零 9妬 01/S 隷

男徊蜜90旧’９『印影圧日I』 藻海猫斟囲詐 謀値打汲紅 徊　蜜 9妬 9/S 肢
S8『吊り圧日1』 珊箭尽封囲■ 謀価信汲征 基�喩 96 乙/句 6g

恐雄心零19『固吊り圧』 藻屑(司底面招附囲ｌ 謀刎Ｈ汲秘 基貼索 96 Ｚ 屁
男罰擾朽Ｈぶ水』｀S8限酉日1』 環海重雄知'雄勁囲詐 諾刎長f汲秘冨罰勁 汁6 9/I 認

恐嶺姫901『吊斟瓦日1』 環海剱￥ 旛刎{J海松 唯　溺 乙 ｄ影囲 墨吊 9S

弓尉冨制19Z『吊冰』 ■賢恒河囲政暴μ 擢苔奮￥恒面面迦暴走 現笛制 皆6 9/6 9S

Z8『￥Ｍ涯日1』 重唱(∂重旛一信汲征 高価扮海松 聊擢一 斡6 g/6 祀
昌永ｌ・露正坐OZIr葡ざ抄佃』 妻郵・ｌ重雄 晦哨扮汲征 禰　智 腎6 I/6 SS
Z紐ｌ・露王扱O乙I「殤ざ抄佃』 養蚕ー孝恵硲 描哨{J汲秘 コ宰蜜 汁6 l/6 託

旺ぼ・鼎王果師「鞠写抄冊』 漆郵珊ｌ束纏 高司{j汲秘 朧　娶 腎6 I/6 TS
昌永ｌ・鼎王果OgTr蜀？拙冊』 善髪珊ｌ皇儲 海淵扮汲秘 掬誉留 皆6 T/6 OS
旺ぼ・鼎王果O乙T「匍写秘面』 漆罰珊ラ束豺￥ 諾一冊汲征 尉審判 旨6 I/6 屁

吋垣・齢王射ZI r司写拙冊』 環海豺￥ 稜苓泌重恩面面迦覗聊 雄琴趾 I祁 ZI/9 屁
ZErー影』 専属ｌ重(j聳催涙㈲重囲Md認泗ｌ罰怒面面店硲雁附甲 冨瀞勁 I妬 H/9 認

罹陥剤況降水』｀MrlilF』 珊鼎囲征剱￥ 祠１ｌ罰系面面ぼ硲車固甲 孵審判 I妬 H/9 9Z

巧禦ｉ刺｀巧禰揃厠9Hぷ氷』 束藻(月鮭招退而涵卿繋峯胴甲 招退駆罰惑溺聊ぽ吏雁附甲 禰爾薗 T妬 ９ 9Z

弓び七重601『吊Ｍ圧日|』 善郵・ｌ重和退面面迦固忍 招泗吸専φ潜涵卿附怒 琴糸蜜 O妬 ９揖斐琲智 昼俯 祁
循削ぽ69｢潟坦日日｀6認『i陛』 妻■ｌ束招冊聊湘ぼ車回 認冊寵硲豆而湘迦車河 陥１哺 9S6 6/燧 屁
佃旨国男恥摂』｀計『恥扱日1』 珊鼎留唇(nk技退京鴉矩叙瞬 和秀百視(z･恵ｌ市価縫旨　φ 9S6 9/S 配

馬偏価901『吊ＭΞ日|』 乖嘔蚤靫恵ふ９案 (陥史) 朧　勁 屁6 Ｉ奪裂 場鵜 IZ

四回笛王99『ぶＭΞ日日 珊臓器蝕阪酋 招泗鮑瀞重聘聊卿阪蓄 (胎生) 冗6 S/I OZ
6乙Z『ーＦ』 環蒋東重囲屁 和秀河基乖而湘迦ぼ警 藁沓王 屁6 S/I 61

万有豚16印面日U｀6剥ｰ則 藻鼎尿封囲屁 和退鮑藁座両面迦阪蓄 聊知略 屁6 Ｚ／ＩＵ７ 場圖 81

陶索書王29『ぷ吊Ｍ豆』 妻裕退｀１珊ｌ束 (陥出) 嶺嗇王 (陥少 (陥出) ﾑT

刃傷到l臥6『不Ｍ涯日1』 ー鼎斑留尿蝕匝車 祠泗前蔓滴１財田峯 影裏蛋 OS6 6/T 9T

陶陪観零妬『吊Ｗ涯日1』 嘔鼎座雄篇蝕Ilf峯 招石組専聊酒岫1匝峯唯妄重 OS6 6/I浦誓 9T

御轟闘潜鴎溺U｀9記厦F』 珊鼎(同友祠退両面卿￥誉 和秀貿王面面迦岩壁 [1享ｉ娶 8Z6 ｼ/S 町

附痢9t『一価Ｍ豆』 環海留唇奮勁困ぼ 招丑胴ぼ 蜃　痢 乙Z6 Z/Z SI
縮･話測019『駆漣｣｀9認l軽!』 ー虞雄勁11庖! 招遭ほ膀 蘇翁蜜 9Z6 ｔ／Ｔ咽￥ 当面 gl

ｼ£g『ー薪』 恵珊０東擢退lj回 祠退呟肺 系到粛 9乙6 Z/t ＩＩ

劈詐凛｀旧靭ヨ｣｀以｢l到 藻屑Ｒ唐匹ｌ 高価{j汲 落一重 陥6 9/乙 OI

Z認・69Z『ーＦ』 喜誦孝恵Ｑ亦妄壬｀尨(∂沓希 消尽(z･=?耀聊都游蛋 屁6 8/1 ６

巧巌影｢靭∃JM･I認rli』 善覆刻不屈ｌ恵￥○迄蜀 碩刄(∂？崩御狸　棺 SZ6 ８／１¥囲 忠君 娘御 ８

６『吊Ｍ涯日1』 珊瀦尽勁囲屁 招退陪乗 蜘　張 n6 OI/S £

69Z『ー蔚』 妻郵珊ぷ牙コ？コ乖印蛋唇 消尽(∂=?昼ｙ　姫 9T6 OT/引鴎 墨￥ ９

69乙『ーＦ』 硝碁 弱敵(ｙ?昆 (陥出) 9T6 ８／Ｉ陥!i「 ９

£9Z『ー耐』 妻珊ｌ士Ｓ唇(∂価肩 4r糾（聊）ぶ獅 泰到・ OI6 I/t ｔ

£9g『ー罫』 善珊孝士Ｓ泄(∂參|箭 堆石（聊）ぶ琲 別涙聊 OI6 I/ｼ Ｓ

99Z『一発』 由1珊器召阿智 堆糾（昼）固智 限聊唇 806 S/乙ﾎ圓 乙

悟旨知覧IZr固吊Ｍ豆』 妻嘔ｌ重認泗ぶ私ほ固剔 稜退ぶ必ほ固剔 血　坦 (Mr) (陥出) 掛字 渚聊 Ｉ

雇　　　　　　印 聡　　蕩　　鼎 蛮　蝕　鍬　重 5匹IEr 麹屁 ば／沿海 墨専 鴎王 双

晋一菖各!(ぬ4茎　Ｌ輩

(966D指才I浙　泌拙写植阻器雁圓ぷｊえ素早抄陪

－
－
　
－
－



表２ 康代の行営都監

友永　　植：宋都監探原考（二）　一五代の行営都監

N(1 皇帝 年代／月 西暦 氏　名 軍　事　行　動 都　　　　監　　　　職 出　　　　　　典

１ 徳宗 貞元3/5 787 宋奉朝 吐蕃と会盟 吐蕃会盟使の行官軍の都監 『通艦』232

２ 16/7 800 買秀英 呉少誠（淮西）征討 都監軍使 『旧唐書』145呉少誠伝

３ 16/7
800 賢良国 呉少誠（淮西）征討 都監軍使（都監） 『旧唐書』145呉少誠伝

４ 憲宗 元和1/1 806 劉貞亮 劉闘（西川）征討 高崇文の軍を監す（都監） 『唐書』119白居易伝

５ １／１ 806 倶文珍 劉闘（西川）征討 都監軍使 『唐大詔令集』124

６ 2/9 807 酢尚后 李（浙西）征討 都監招討宣慰等使 『冊府元亀』122帝王・征討２

７ 9/10 814 崔潭峻 呉元済（淮西）征討 申光蔡等州招撫使厳綬の軍を監す 『旧唐書』145呉元済伝

８ 11/12 816 梁守謙 呉元済（淮西）征討 淮西行宮諸軍を監す 『冊府元亀』122帝王・征討２

９ 12/8 817 (不明) 呉元済（淮西）征討 ※監陳（『旧唐書』170裴度伝「監陣」） 『通鑑』240

10

穆宗 15/10 820 梁守謙 吐蕃防禦 左右神策京西北行営都監 『通鑑』241

１１
長慶1/12 821 謝良通 鎮州征討 監車 『通鑑』242

12 鮭宗 疏通７／６ 866 尊仲宰 安南征討 ※監陳、７千人を率いる 『通鑑』250

13 9、10
868､9 楊復恭 征討 ※監陳、功有り 『旧唐書』184楊復恭伝

14 債宗 乾符3/12 876 楊復光 王仙芝征討 招討副使都監 『通鑑』252

15 中和1/2 881 楊復光 黄巣征討 京西西南面行宮部監 『通鑑』254

16 1/7 881 楊復恭 黄巣征討 天下行宮兵馬都監 「冊府元亀』123帝王・征討３

17 2/1 882 西門思恭 黄巣征討 諸道行宮部監 『通鑑』254

18 2/1 882 楊復光 黄巣征討 南面行宮都監使 『通鑑』254

19 3/1 883 陳景思 黄巣征討 北面都統監軍使 『通鑑』255

20
3/1 883 楊復光 黄巣征討 東面都統監軍使 『通鑑』255

21 3/1 883 西門思恭 黄巣征討 都都監 『通鑑』255

表３ 宋初の行営都監

Na 皇帝 年代／月 西暦 氏　名 軍　事　行　動 都　　　　監　　　　職 出　　　　　　典
１ 太祖 建隆1/9 960 李處耘 揚州征討 （揚州行営）都監 『続賢治通路長編』１

２ 乾徳１／１ 963 李處耘 楚征討 （湘南道行営）都監 『続賢治適応長編』４

３ 1/1 963 張　　勲 楚征討 南面行宮馬軍都監 『続賢治通鑑長編』４

４ １／１963 直情忠 楚征討 南面行宮歩軍部監 『続資治通鑑長編』４

５ 1/2 963 武懐節 楚征討 戦棹都監 『続賢治通鑑長編』４

６ 2/5 964 丁徳裕 南漢征討 南面兵馬都監 『続賢治通鑑長編』６

７ 2/11 964 王仁腹 後蜀征討 （西川行宮鳳州路）都監 『続資治通鑑長編』６

８ ２／ｎ964 曹　　彬 後蜀征討 （西川行宮帰州路）都監 『続賢治通鑑長編』６

９ 2/12 964 康延滞 後蜀征討 （西川行営鳳州路）馬軍部監 『続賢治通鑑長編』６
10

3/1 965 田欽祚 後蜀征討 （西川行営）先鋒都監 r続賢治通鑑長編』６

11 3/3 965 朱光緒 後蜀征討 （西川行営）馬軍都監 『続資治通鑑長編』６

12 3/3 965 張　　煕 後蜀征討 （西川行営）歩軍部監 『続資治通鑑長編』６

13 3/11 965 劉漢卿 後蜀征討 （西川行宮）戦棹都監 『続賢治通鑑長編』６

14 開宝1/8 ･968 曹　　彬 北漢征討 （河東行宮前軍）都監 『統資治通鑑長編』９

15 1/8 968 康延沼 北漢征討 （河東行宮先鋒）都監 『続資治通鑑長編』９

16 1/8 968 李謙溥 北漢征討 （河東行宮扮州路）都監 『続賢治通鑑長編』９
１７

3/9 970 王継勲 南漢征討 （賀州道）行宮馬軍都監 『続資治通鑑長編』11

18 5/8 972 朱　　憲 南漢征討 （広州）行宮兵馬都監 『続資治通鑑長編』13

19 7/10 974 丁徳裕 南唐征討 昇州東南面行宮招撫制置使の軍を監す 『続賢治通鑑長編』15
20

7/10 974 藩　　美 南唐征討 （昇州西南面行宮）都監 『続賢治通鑑長編』15

21 8/1 975 田欺詐 南唐征討 行宮左廂戦棹都監 『続資治通鑑長編』16

22 8/11 975 梁　　右 南唐征討 行宮右廂戦棹都監 『続賢治通鑑長編』16

23 9/8 976 藩　　美 北漢征討 （河車行営）都監 『続賢治適応長編』17

24 9/8 976 郭　　進 北漢征討 河東道折代等州行宮馬歩軍部監 『続資治通鑑長編』17

25 太宗 肩!嘔4/1 979 郭守文 北漢征討 西南壕案都監 『続賢治適応長編』20

26 ４／１979 郭守文 北漢征討 行官軍を監す 『続資治適応長編』20

27 ４／１979 梁　　逍 北漢征討 行官軍を監す 『続賢治通鑑長編』20

一
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行
営
都
監
の
常
制
化

　
五
代
の
行
宮
部
監
の
事
例
よ
り
看
取
さ
れ
る
特
色
は
、
第
一
に
唐
代
に
比
べ
そ

の
件
数
が
飛
躍
的
に
増
加
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
五
代
に
お
け
る
軍
事

要
請
の
頻
繁
さ
を
反
映
し
た
も
の
と
言
え
る
が
、
一
方
ま
た
軍
事
行
動
に
お
け
る

部
監
派
遣
の
常
制
化
を
物
語
る
傾
向
で
あ
る
と
も
見
な
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の

時
代
最
も
軍
隊
発
動
件
数
の
多
い
謀
叛
藩
鎮
征
討
の
ケ
ー
ス
を
取
り
上
げ
、
こ
の

点
を
い
ま
少
し
く
検
討
し
て
み
よ
う
。
管
見
の
限
り
で
あ
る
が
、
次
頁
に
謀
叛
藩

鎮
征
討
軍
に
お
け
る
司
令
官
以
下
の
従
軍
将
校
を
表
示
し
た
（
表
４
）
。
征
討
事
例

は
五
代
の
主
要
な
軍
事
行
動
を
網
羅
的
に
記
録
し
て
い
る
『
冊
府
元
亀
』
巻
回
一

三
、
帝
王
部
・
征
討
門
三
よ
り
採
録
し
、
適
宜
そ
の
他
の
史
料
に
基
づ
き
補
正
を

加
え
た
（
史
料
名
は
「
出
典
」
と
し
て
そ
の
後
ろ
に
掲
げ
た
）
。
各
事
例
中
の
番
号

は
①
指
令
宮
、
②
副
指
令
官
、
③
そ
の
他
の
将
校
、
④
監
軍
職
を
そ
れ
ぞ
れ
示
し
、

人
名
の
後
の
括
弧
の
中
は
現
任
の
職
事
で
あ
る
。

　
こ
の
表
に
よ
れ
ば
、
十
二
挙
例
中
、
九
件
に
お
い
て
部
監
が
派
遣
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。
と
こ
ろ
で
、
部
監
の
派
遣
が
確
認
で
き
な
い
二
件
の
内
、
㈲
後

背
・
大
福
年
間
の
天
雄
節
度
統
一
氾
足
元
征
討
に
つ
い
て
は
、
『
旧
五
代
史
』
巻
九
四
、

劉
處
誤
伝
に
。

　
　
大
福
二
年
、
転
左
監
門
衛
上
将
軍
、
充
宣
徴
南
院
統
。
芭
延
光
之
綾
部
也
、

　
　
高
祖
命
官
武
軍
節
度
使
楊
先
達
、
領
兵
討
之
。
時
（
劉
）
店
譲
奉
詔
与
光
達

　
　
同
参
議
軍
政
。
…
…
及
楊
光
達
討
伐
郵
城
、
軍
機
大
事
、
高
祖
毎
分
店
譲
官

　
　
達
。

と
あ
っ
て
、
官
徴
南
院
使
の
劉
店
譲
が
勅
使
と
し
て
芭
足
元
征
討
軍
に
派
遣
さ
れ
、

行
官
軍
の
軍
政
に
与
る
と
と
も
に
、
「
軍
機
大
事
」
の
宣
伝
・
直
達
に
任
じ
た
と
い

う
。
こ
れ
に
拠
れ
ば
、
劉
流
浪
に
委
ね
ら
れ
た
任
務
そ
の
も
の
が
行
宮
部
監
の
職

任
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
場
合
、
改
め
て
部
監
を
任
ず
る
必
要
が
な
か
っ
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
後
漢
の
三
叛
征
討
の
際
、
宣
徴
南
院
使
土
岐
と
北
院
使
呉
虔
裕
が

そ
れ
ぞ
れ
河
中
行
宮
部
監
・
永
興
行
宮
部
監
に
任
ぜ
ら
れ
た
の
を
始
め
と
し
、
雄

藩
の
叛
乱
鎮
圧
の
如
く
、
大
規
模
な
軍
事
行
動
に
は
宣
微
院
使
を
行
宮
部
監
に
任

じ
た
例
も
あ
り
、
史
料
に
徴
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
或
い
は
劉
流
譲
は
部
監
の

肩
書
き
を
帯
び
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
と
も
あ
れ
、
彼
が
都
監
的
職
務
を
果

た
し
て
い
た
こ
と
は
確
認
で
き
よ
う
。
か
か
る
謀
叛
藩
鎮
征
討
の
事
例
か
ら
す
れ

ば
、
征
討
軍
に
は
司
令
官
以
下
の
統
兵
宮
の
ほ
か
に
、
軍
事
監
督
宮
た
る
部
監
職

が
原
則
的
に
設
け
ら
れ
て
い
た
と
了
解
し
て
差
し
支
え
な
か
ろ
う
。
『
研
磨
冗
亀
』

巻
コ
二
六
、
帝
王
部
・
慰
労
門
に
。

　
　
周
太
祖
広
順
二
年
五
月
、
親
征
亮
州
。
至
亮
州
城
下
、
於
西
屯
案
下
、
慰
労

　
　
兵
士
。
賜
監
押
使
臣
・
将
校
茶
漬
ｏ
（
補
註
Ｉ
）

と
あ
り
、
ま
た
同
書
五
七
、
帝
王
部
・
英
断
門
に
。

　
　
　
（
後
周
世
宗
、
乾
徳
元
年
三
月
己
亥
）
是
目
許
奨
愛
能
・
何
徴
、
及
諸
将
軍

　
　
校
・
監
押
使
臣
等
共
七
十
余
人
。
以
高
平
他
見
賊
奔
遁
故
也
。

と
あ
っ
て
、
五
代
末
の
後
周
に
お
い
て
は
行
官
軍
の
将
校
と
監
押
が
恰
も
一
対
の

も
の
の
如
く
、
見
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
表
４
に
掲
げ
た
諸
事
例
の
中
に
は
行
宮
全
軍
を
監
督
す
る
行
宮
兵

馬
部
監
（
兵
馬
部
監
）
の
ほ
か
に
、
先
鋒
部
監
・
先
鋒
右
商
都
監
・
前
軍
都
監
・

右
廂
兵
馬
部
監
・
行
宮
馬
軍
部
監
・
歩
軍
都
監
な
ど
の
宮
称
が
見
え
る
。
時
に
軍

事
行
動
が
大
規
模
に
な
る
と
、
軍
団
は
先
鋒
軍
・
前
車
・
中
軍
・
騎
軍
・
歩
軍
な

ど
に
編
成
さ
れ
、
或
い
は
そ
れ
ぞ
れ
が
左
右
軍
に
分
け
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
こ

の
様
な
場
合
、
各
軍
が
独
自
に
行
動
す
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
隊

５



表４　五代謀叛藩鎮征討事例

友永　　楠：宋都監探原考（二）　一五代の行営都監

（1）定州節度使王都征討（後唐・明宗、天成3/4）

　①　北面招討使・権知定州軍州事：王晏球（北面行官権副招討使・帰徳軍節度使）

　②　北面行宮副招討使・兼諸道馬軍部指揮使：安審通（北面行営馬軍都指揮使・横海節度使）

　③　北面行営諸道左廂馬軍都指揮使：符彦卿（龍武都虞候）

　　　北面行宮右廂馬軍都指揮使：高行周（神武都虞候）

　④　北面行営兵馬都藍：張虔釧（鄭州防禦使）〔出典〕『冊府元亀』128明貢２、『旧五代史』40（唐明宗紀、天成4/2）

（2）東川節度使董璋征討（後唐・明宗、長興1/9）

　①　西南行宮馬歩軍都指揮使：趙在櫓（同州節度使←左騎衛上将軍）

　　　東川行宮都招討使：石敬塘（天雄軍節度使）

　②　副：夏魯奇（武信節度使）

　　　西面行営副部部署：孫漢詔（相州節度使←前彰国軍留後）

　③　東川西面供憤使：孟知祥（西川節度使）

　　　西面行宮馬歩軍部虞候：王思同（山南西遊節度使←前権知興元軍府事）註

　④　東川行宮馬軍部監：張廷播（左領軍衛大将軍・客省使）〔出典〕『旧五代史』97（張廷播伝）

　　　東川行宮歩軍部監：李彦洵（通事舎人）〔出典〕『旧五代史』94（李彦洵伝）

（3）郵都屯駐の棒聖都虞候張令昭征討（後唐・末帝、清泰3/5）

　①　天雄軍四面招討使知行府事：茫延光（作州節度使）

　②④　天雄軍四面副招討使兼兵馬都監：李周（西京留守）

（4）天雄軍節度使苗延光征討（後晋・高祖、天福2/6）

　①　魏府四面都部署：楊光遠（侍衛使）

　②　副：張従賓（東部巡検使）

　③　劉處譲（宣徽南院使）

（5）安州節度使李金全征討（後晋・高祖、天福5/5）

　①　馬全節（安遠節度使）

　②　副：安審暉（鄭州節度使）

　④　都監：李守貞（内客省使）

（6）山南東道節度使安従進征討（後晋・高祖、天福6/11）

　①　南面軍前都部署：高行周（西京留守）

　②　副：宋彦（前同州節度使）

　③　行営馬軍都指揮使：安懐浦（護聖左第四軍指揮使）

　　　行宮歩軍都指揮使：杜希遠（奉国石第四軍都指揮使）

　　　先鋒使；郭金海（護聖左第四軍都指揮使）

　④　監軍：焦継勲〔出典〕『旧五代史』127（和凝伝）

　　　先鋒右廂都監：陳患譲（東京内作坊使）〔出典〕『宋史』261（肺患譲伝）

〔備考〕１）喪中の肩書は、史料の原文通りに表記した。

　　　　2）（5）の①馬全節の肩書は不明である。

一

６－



一

£－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（而図面賤屏百態）1肆昼迄：珊貧重留罪封

（1/乙詣項｀ｇ３附￥旨）zTIr￥Ｍ圧日1』〔雇用〕（而旅嗇）圃回：（珊）孵貧留唇　②

　　　　　　（ぶ障屏爵）屏息重・（吊障屏僑）臨海・（伍障屏尉態）飴宋：重罪聊

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（聊糾Ⅲ貧鮮蔚）屏訪：而勅服貧血眼罪趾

　　　　　　　　　　　　　　　　　（冊趾掛貧賎分冊賭）衷岑王：苓彭服貧重留罪蝕

　　　　（T/1創項）06Z『ー堅』〔好昭〕（聊高価屏制）附ｙ裔：海草濤重重仙’罪μ　⑥

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（冊高価同原）屏到￥：倣弱圃　⑧

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（聊糾服憲雄唯碧）哲雄：嗇鼎貧　①

　　　　　　　　丑醇掛￥※（９～Ｔ／乙崩限｀琲￥・肪葡）祠冊屏剱尽曾而面迦屏冪　間

　　（漑擢垂）901『吊Ｍ豆日j』〔辱田〕（添L旦沿獅・満賭斑）翁擢φ：珊詩留唇篇秘朕警

　　　　　　　　　（馬脚鄙皆）I£z『吊木』〔好ｍ〕（満一部泰冪）脚添咎：藻詩篇秘中河

（£/Z沢聊｀一場別涙）Z01『吊ＭΞ日1』〔雇印〕（満羽附秦菖）駒王：ー詩留唇篇秘話冷　⑦

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（滴一冊賭享国東）固ほ：一撃詩乖留篇秘巾河

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（満船紺温血乖唯秘）士泌Ｗ：唇糖質篇秘　⑧

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（面面鼎獣酋割猫）船田：鎗淑海猫秘阪智

　　　　　　（p/I贋聊）88zｒliF』〔駈印〕（面面鼎座琲）誉満砧：蜃鼎溜息一重話冷

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（面面鼎叫哨）鮭ぶ日：蔓淑詩秘一生聡拙囲　①

　　　　　　　　　　　　　　　　（S/I贋聊｀場別・涙聊）招退（ほ警・話冷・中囲）吸玉　囮

（缶娘乙凶/ZT揖￥）加Z『ー吏』〔駈印〕（潜ー端座壽）腹痕尽曾：堕　⑧

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　旨秘智：曇派満雄身　①

　　退海胆智※（£固／乙I蜃￥｀胆蒙・裾蜀）擢遜聊雁対面聊唐皮禦￥（6）

（弓畷審判）Tggrぶ冰』〔駈印〕（￥障屏翁）孵審判：珊霧笛唇賭享器μ

　　　　　　　　　　　　　　　Ｚ菖陥8ZIr秘韮』〔駈印〕嶺喜王：ー質　⑦

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（暦湘収劉赳）鐘剱逗：圃　⑧

　　　　　　　　　　　　　（滴糖霧東海漸悟）雄心喩：曇海霧昌μ屏雄　⑤

　　　　　　　　　　　（9/I更囮｀墨φ・昇聊）招退聊￥新暦聊収束翠古（8）

　　　　　　　　（面翁jJ器諌）雄琴泄：藻器財￥　②

　（面新附鼎座Ｖ憲政直罰）溥ぶ吊：面鳶1附器財￥

（面船脚器恵三浙厚国東）碁揖耐：￥糾附器座雄

　　　　　　（面騎四阿爾）溜替玉：面新附鼎座雷

　　　　　　（面面迦卜吋1態）防王：海篆器重雄雷　⑧

　　　　　　　（面面鴎叫盆）庸万雷：碁剌肘暦圃　⑤

　　　　　　　（面面鴎阿漣）騨（恵）lt :面招唐　①

　（2;I/9蜃￥｀琲萱・昆蜀）招退泰恵系珊面収重刷籾（1）

（966T）唇Ｈ憲　淋擢収拾阻ぶ￥遥∠ｊ∠ホ￥絃陪



の行宮部監－五代(二)友永　　植：宋都監探原考

に
監
督
職
が
設
け
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
先
論
に
お
い
て
、
都
監
の
官
称

は
唐
代
に
行
官
軍
に
張
り
付
け
ら
れ
た
監
軍
以
下
の
雑
多
な
軍
事
監
督
職
の
筆
頭

で
、
行
宮
全
軍
を
監
督
す
る
「
部
監
軍
使
」
に
由
来
す
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測

し
た
が
、
上
の
事
例
の
如
く
、
五
代
の
部
監
の
官
称
は
各
部
隊
の
監
督
職
に
も
用

い
ら
れ
て
お
り
、
元
来
の
筆
頭
監
軍
た
る
意
味
合
い
は
失
わ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。
上
述
の
如
く
、
五
代
に
お
い
て
行
官
全
軍
を
監
督
す
る
も
の
は
行
宮
兵
馬
都

監
と
称
さ
れ
る
の
が
一
般
で
あ
っ
た
。
と
も
あ
れ
、
こ
の
様
な
編
成
部
隊
ご
と
の

部
監
の
設
置
も
そ
の
常
制
化
の
現
れ
と
見
て
よ
か
ろ
う
。

　
さ
て
、
行
宮
監
軍
の
本
務
が
行
官
軍
の
監
督
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い

が
、
そ
の
職
務
の
実
態
を
知
悉
す
る
の
は
難
し
い
。
今
、
五
代
に
お
け
る
監
軍
職

の
職
権
を
窺
わ
せ
る
史
料
が
あ
る
の
で
示
し
て
み
た
い
。
『
通
鑑
』
巻
二
七
二
、
後

唐
・
同
光
元
年
八
月
戊
戌
の
条
に
、

　
　
康
延
孝
帥
百
騎
来
奔
。
帝
解
所
御
館
袖
玉
帯
賜
之
、
以
為
南
面
招
財
部
指
揮

　
　
使
、
領
博
州
刺
史
。
帝
屏
人
開
廷
孝
以
梁
事
。
対
日
、
梁
朝
地
不
為
狭
、
兵

　
　
不
為
少
。
然
迫
其
行
事
、
終
必
敗
亡
。
何
則
、
主
既
暗
儒
、
趙
張
兄
弟
授
権
。

　
　
内
緒
言
放
、
外
納
貨
賂
。
宮
之
高
下
、
唯
視
賂
之
多
少
、
不
祥
才
徳
、
不
抜

　
　
勲
労
。
段
凝
智
勇
供
無
、
一
旦
居
王
彦
章
・
崔
彦
威
之
右
。
白
将
兵
以
来
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
・
　
・
　
＠
　
　
・
　
一
　
●
　
一
　
・
　
●
　
　
奉
　
ゆ
　
・
　
・
　
●
　
・

　
　
専
率
敢
行
伍
、
以
奉
権
貴
。
毎
出
一
軍
、
不
能
専
任
将
帥
、
常
以
近
臣
監
之
。

　
　
進
止
可
否
、
動
為
所
制
。

と
あ
っ
て
、
後
唐
荘
宗
に
降
っ
た
梁
将
家
廷
孝
の
言
に
よ
れ
ば
、
後
梁
に
お
い
て

は
軍
事
行
動
ご
と
に
近
臣
を
監
軍
職
に
任
じ
、
往
々
に
し
て
彼
等
が
「
進
止
可
否
」

を
制
す
、
す
な
わ
ち
行
宮
の
軍
政
を
左
右
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
監
軍
職

が
指
揮
官
の
統
帥
権
を
干
犯
し
、
軍
政
を
制
御
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
が
、
彼

等
が
指
揮
官
の
指
揮
命
令
系
続
か
ら
独
立
し
、
そ
れ
と
対
等
な
立
場
で
軍
政
に
関

与
し
う
る
権
限
を
付
与
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

　
　
五
代
の
都
監
人
事

　
五
代
の
行
宮
部
監
の
何
よ
り
の
特
色
は
、
そ
の
補
任
者
の
属
性
の
上
に
見
る
こ

と
が
で
き
る
。
唐
の
行
宮
都
監
に
は
一
貫
し
て
宦
官
が
任
ぜ
ら
れ
た
が
、
五
代
で

は
如
何
か
と
い
う
と
、
『
五
代
史
記
』
巻
四
五
、
段
凝
伝
に
、

　
　
段
凝
、
開
対
人
也
。
初
名
明
達
、
後
見
名
凝
。
為
溜
池
主
簿
。
其
父
事
梁
太

　
　
祖
、
以
事
坐
徒
。
後
凝
衆
盲
、
亦
事
太
祖
、
為
軍
巡
使
。
又
以
其
妹
内
太
祖
。

　
　
妹
有
色
、
後
為
美
人
。
凝
為
人
憧
巧
善
窺
、
迎
人
意
。
又
以
妹
故
、
太
祖
漸

　
　
親
信
之
、
常
使
監
諸
車
。

と
あ
り
、
測
地
主
簿
か
ら
後
梁
の
太
祖
未
全
店
に
仕
え
た
段
凝
が
太
祖
に
信
頼
さ

れ
、
常
に
諸
車
を
監
護
せ
し
め
ら
れ
た
と
い
う
。
ま
た
『
通
鑑
』
巻
二
六
九
、
後

梁
・
貞
明
元
年
十
月
辛
亥
の
条
に
。

　
　
帝
（
後
梁
未
帝
）
出
足
（
康
王
未
友
敬
の
謀
叛
未
遂
事
件
）
疎
忌
宗
室
、
専

　
　
任
趙
巌
及
徳
妃
（
張
氏
）
兄
弟
漢
鼎
・
漢
傑
、
従
兄
弟
漢
倫
・
漢
融
。
咸
居

　
　
近
職
、
参
預
謀
議
、
毎
出
兵
必
使
之
監
護
。

と
あ
り
、
更
に
前
掲
の
『
通
鑑
』
巻
二
七
二
、
後
唐
・
同
光
元
年
八
月
戊
戌
の
記

事
「
毎
出
一
軍
、
不
能
専
任
将
帥
、
常
以
近
臣
監
之
」
の
胡
註
に
「
知
張
漢
傑
監

土
珍
章
軍
之
類
云
々
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
未
帝
の
徳
妃
張
氏
の
一
族
が
軍
隊
を

監
護
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
県
の
主
簿
を
勤
め
た
段
凝
や
后
妃
の
一
族
が
宦
官

と
は
考
え
が
た
く
、
従
っ
て
、
五
代
の
最
初
の
後
梁
朝
に
お
い
て
は
士
人
が
監
軍

職
に
起
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
判
断
さ
れ
る
。
然
か
ら
ば
、
五
代
の
歴
朝
に

お
い
て
は
如
何
で
あ
ろ
う
か
。
次
に
歴
朝
の
都
監
補
往
者
の
経
歴
に
焦
点
を
当
て
、

こ
の
点
を
考
察
し
て
み
た
い
。

８
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先
ず
都
監
補
任
者
の
就
任
時
の
官
職
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

次
頁
の
喪
５
は
前
掲
喪
Ｉ
中
の
都
監
補
任
者
の
就
任
時
官
職
並
び
に
そ
の
略
歴
を

整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
喪
中
の
官
職
Ｂ
欄
の
呼
称
は
官
職
Ａ
欄
の
請
宿
の
唐
末

期
に
お
け
る
汎
称
で
あ
る
。
こ
の
欄
に
は
一
般
に
汎
称
で
総
称
さ
れ
る
も
の
の
み

記
入
し
た
。
な
お
官
職
・
略
歴
の
典
拠
は
喪
１
中
に
示
し
て
あ
る
。

　
こ
の
喪
か
ら
都
監
就
任
時
の
官
職
に
認
め
ら
れ
る
傾
向
を
窺
う
に
、
具
体
的
な

官
職
名
が
判
明
し
て
い
る
も
の
四
五
件
（
喪
中
の
番
号
に
○
印
の
あ
る
も
の
）
の

内
、
内
諸
同
使
に
属
す
る
も
の
が
二
五
件
、
三
班
使
臣
が
七
件
へ
（
補
註
２
）
以
下
禁
軍

将
校
四
件
、
州
長
三
件
、
藩
帥
・
環
衛
官
が
各
二
件
、
開
戦
・
留
守
が
各
一
件
と

な
っ
て
お
り
、
内
諸
同
使
と
三
班
使
臣
な
る
官
戦
果
に
属
す
る
も
の
が
過
半
数
の

七
一
％
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
割
合
か
ら
し
て
、
か
か
る
傾
向
を

五
代
の
都
監
就
任
者
の
特
色
と
見
な
し
て
差
し
支
え
あ
る
ま
い
。
こ
の
両
官
職
果

に
つ
い
て
は
、
梅
原
郁
氏
の
論
著
を
始
め
既
に
幾
つ
か
の
研
究
が
あ
り
、
筆
者
も

官
て
内
請
同
役
の
宣
徴
院
使
及
び
三
班
使
臣
に
つ
い
て
論
究
し
た
こ
と
が
あ
る
。

そ
こ
で
、
諸
氏
の
卓
見
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
こ
の
両
官
職
系
に
つ
い
て
本
論
旨
と

関
連
す
る
範
囲
で
簡
単
に
卑
見
を
示
し
て
お
こ
う
。

　
こ
の
両
官
職
果
は
と
も
に
唐
中
期
に
出
現
し
た
宦
官
の
令
外
の
官
で
、
内
語
司

使
は
内
廷
の
諸
職
務
を
担
当
す
る
内
浩
司
の
長
で
あ
り
、
三
班
使
臣
は
内
諸
同
使

の
下
に
列
す
る
雑
掌
で
あ
っ
た
。
本
来
は
両
者
と
も
内
廷
に
奉
仕
す
る
卑
職
に
過

ぎ
ず
、
外
廷
政
治
と
は
全
く
無
縁
の
存
在
で
あ
っ
た
が
、
唐
後
半
期
に
宦
官
が
神

策
禁
軍
の
軍
事
梅
を
背
景
に
権
勢
を
仲
長
さ
せ
て
く
る
と
、
内
清
司
使
は
漸
次
律

令
官
制
下
の
諸
官
の
職
務
を
侵
奪
し
、
唐
末
に
は
国
政
運
営
に
直
接
関
与
す
る
よ

う
に
な
り
、
一
方
、
三
班
使
臣
も
内
廷
雑
掌
の
域
を
越
え
て
外
廷
政
治
の
舞
台
で

活
動
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
も
そ
も
宦
官
は
皇
帝
の
家
産
官
僚
的
存
在
で
あ
り
、

ま
た
彼
等
の
任
じ
た
こ
れ
ら
の
令
外
宮
の
任
命
権
は
皇
帝
に
属
し
て
い
た
か
ら
、

政
治
の
表
舞
台
に
お
け
る
こ
の
様
な
宦
官
の
役
割
の
増
大
は
、
国
政
運
営
に
お
け

る
皇
帝
の
影
響
力
の
拡
大
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
意
味
で
、
内
諸
岡

使
・
三
班
使
臣
は
皇
帝
の
側
近
官
僚
集
団
と
し
て
、
唐
後
半
期
に
お
け
る
皇
帝
権

の
伸
長
に
大
き
く
寄
与
し
た
組
織
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
唐
来
に
及
ん
で
、
こ
の
令
外
の
内
廷
組
織
に
重
大
な
質
的
変
化
が

生
じ
た
。
す
で
に
幾
度
か
触
れ
た
が
、
天
復
三
年
正
月
、
官
武
軍
節
度
使
朱
金
忠

は
唐
祚
簒
奪
の
事
前
工
作
の
一
環
と
し
て
、
内
語
司
及
び
諸
道
の
監
軍
使
の
廃
止

を
奏
請
し
、
勅
許
を
得
る
や
、
内
廷
清
掃
員
三
十
人
を
残
し
て
内
外
の
宦
官
を
悉

く
洙
殺
し
た
。
か
く
て
、
内
諸
岡
は
国
政
運
営
の
機
能
を
失
っ
た
の
み
な
ら
ず
、

そ
の
要
員
た
る
宦
官
自
体
が
抹
殺
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
さ
て
、
内
諸
司
使
自
体
は
こ
の
事
件
以
降
も
宵
宮
が
起
用
さ
れ
る
こ
と
で
存
続

し
た
が
、
『
通
鑑
』
巻
二
六
四
、
天
祐
元
年
夏
四
月
戊
申
の
条
に
、

　
　
勅
。
内
語
司
、
惟
留
宣
徹
等
九
使
外
、
余
皆
停
廃
、
但
不
以
内
夫
人
充
使
。

　
　
以
蒋
玄
暉
為
宣
徴
南
院
使
兼
枢
密
使
。
王
殷
為
官
徴
北
院
使
兼
皇
城
使
。
張

　
　
廷
範
為
今
吾
将
軍
充
御
侠
。
以
章
震
為
河
南
尹
兼
六
単
語
衛
副
使
。
又
徴
武

　
　
寧
留
後
来
友
恭
為
左
龍
武
続
軍
。
保
大
節
度
使
氏
緩
球
為
右
龍
武
続
軍
。
典

　
　
宿
衛
皆
来
金
忠
之
腹
心
也
。

と
あ
っ
て
、
天
祐
元
年
（
九
〇
四
）
に
内
諸
岡
使
の
削
減
と
内
諸
岡
使
・
宿
衛
続

兵
宮
ほ
か
の
人
事
が
断
行
さ
れ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
『
通
鑑
』
は
、
こ
の
結
果
、

宿
衛
続
兵
宮
は
来
金
言
の
腹
心
の
部
下
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と

し
て
い
る
が
、
官
徽
院
使
等
の
内
諸
司
使
に
起
用
さ
れ
た
者
も
同
様
に
来
金
忠
の

腹
心
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
宣
徽
南
院
使
兼
枢
密
使
に
任
ぜ
ら
れ
た
蒋
玄
暉
な

る
者
は
、
そ
の
具
体
的
宮
職
名
は
判
明
し
な
い
が
、
『
唐
書
』
巻
二
二
三
下
、
姦
臣

９



表５　都監補任者の略歴と補任時の官職

友永　　植：宋都監探原考（二）一五代の行宮都監－

N(x 王朝 皇帝 氏　名 都　　　　監　　　　職 官職Ａ 官職Ｂ 略　　　　　　　　　　　　歴

１ 後架 太祖 蒋　　暉 洽州劉守文征討軍を監す (不明)

２ 楊敏貞 酪州行宮監押 (不明)

③ 杜廷隠 魏博の兵３千を監す 供奉官 三班使臣

④ 丁延徽 魏博の兵３千を監す 供奉官 三班使臣

５ (不明) 督戦 (中使)

６ 末帝 張　　氏 兵を出すごとに必ず監護す (近職) 後髪末帝の張謎記の兄弟従兄弟。近熾に居り、謀議に参与す。

⑦ 張　　鴫 西面行宮都監 右武衛上将軍 環衛官

⑧ 後唐 荘宗 段　　凝 後梁の大軍を河上に監す 荘宅使 内清司使 初籾馳簿と妁、荷衣を脱ぎ以て梁祖に事え、梁祖これを器とす。

９ 張漢傑 後架の将王彦章の軍を監す (近臣) 後架末帝の妃張氏の兄弟。近職に居り、謀議に参与す。

⑩ 李紹宏 北面招討都監 宣徽北院使 内諸司使 宦官で、荘宗在藩時の中門使。即位後、宜徽院使に任ぜられる。

⑩ 李延安 西川征討軍の監軍 供奉官 三班使臣

⑩ 明宗 李従襲 西川行宮部監 供奉官 三舟使臣

⑩ 康　　福 荊南行宮兵馬都監 飛龍使 内諸司使 後唐の馬坊使の時、明宗の即位に馬を献じて功績あり。

⑩ 張虔釧 義武節度使征討軍の都監 朕親軍都指揮使 禁軍将校 匯増の鴉弧度鍬陶の才ある欄き､敬後､観聊肢撒に胚

⑩ 李彦均 東川行宮歩軍都監 通事舎人 閤職 匯參肘剋鴨そ哨に酎るや笛こ仕え､即ほ､通事獣に任ぜらるo

⑩ 張延播 東川行宮馬軍都監 客省使 内緒司使 初め竟州の牙将,覗初､後唐明宗その城を下し､因りて紡に隷収す，

⑩ 王景崇 軍を監し、征伐す 引進・開門使 内緒司使 穆鯛に鎮せ薦鴉と財oその群に穆に従い凛後群駄枡す，

⑩ 閔帝 安彦威 西面行宮都監 体型指揮使 禁軍将校 晰科扨て秘こぶ1す,その祗郭こ鴉として従い灘嵐廳賎搬に胆られる，

19 王景従 西面歩軍都監 (不明)

20 (不明) 鳳翔行営都監 (不明)

○ 廃帝 張　　鵬 累ねて軍旅を監す 供奉官 三班使臣 晰廃帝の湯王たりし時､往きてこれに依る,即位後､供奉官となる，

⑩ 李　　周 魏博屯駐軍征討の兵馬都監 西京留守 齢梢卸韻,聡の邪となり、明宗の時､鉛･静類復興を歴す。

⑩ 劉延朗 河東節度使征討軍を監す 宣徽南院使 内緒司使 鯖､游に鎮せし践邪となり､駒こ摸倣､孔朕となる,殴誂1ー薦松{匯

參 後晋 高祖 李守貞 安州節度使征討軍を監護す 客省使 内緒司使 畦阻淆に財るや､鮮となり､圏柿るにみな従う,欧謙､客徽に趾す，

⑤ 焦継勲 山南東道節度使征討軍の監軍 武徳使 内緒司使 鰭阻壇に鎮せし翔こ蔽し､帳下に戮る｡馳後､価畦館慧を多気

⑩ 陳思譲 先鋒右廂都監 作坊使 内諸司使 勧鶴の盛呻こ軒に仕え､瓊後､齢に勣る,鯖天副]､供轄となる。

＠ 張従恩 南面軍前都部署の軍を監す 宣徽南院使 内緒司使 鯖吼喉に断減姉こ題の妊娶らす,脱馳根て樋浦罹に磋す，

⑩ 摺令奇 先鋒都監 鄭都作坊使 内緒司使

⑩ 陳思譲 先鋒軍を監護す 防州刺史 州長 上掲26

⑩ 周景股 騎軍を監護す 慈州刺史 州長

⑩ 張　　鵬 騎軍を監護す 武術将軍 環衛官 上掲21

⑩ 蘆處仁 歩軍を監護す 開門使 内緒司使

⑩ 高　　勲 歩軍を監護す 開門使 内諸司使

34 何彦超 対契丹防禦軍の監軍 (不明)

⑩ 随想譲 行営右廂兵馬都監 防州刺史 州長 上掲26

36 少帝 張　　鵬 先鋒都監 (不明) 上掲21

忿 張従恩 北面行営馬歩軍部監 天平軍節度使 上掲27

⑩ 李守貞 北面招討使軍の都監 宣徽北院使 内諸司使 上掲24

⑩ 李守貞 北面行営都監 侍南都虞候 禁軍将校 上掲24

⑩ 李　　股 北面行営都監 定州節度使 藩帥 後唐荘宗・明宗、後晋高祖に偏校を以て仕える。

＠ 李守貞 北面行営兵馬都監 侍衛馬歩都指揮使 禁軍将校 上掲24

＠ 後漢 隠帝 李彦従 鳳翔行営兵馬都監 飛龍使 内諸司使 蔵礁剽朧たり胤畷の|日をもって､鴎となる,剛UE柵吏縫かる，

＠ 王　　峻 西南面行宮兵馬都監 内客省使(客省悒 内緒司使 傾趨､賎としてこれを吸鴎裡す凰常に舷となる』碓､客徴を授かる。

恥 呉虔裕 河中行宮部監 宣徽北院使 内諸司使 嘸朔の屍骸堵痘飢凍こ肌畑陳政砥え､剛Ｕ懲こ遡さ４

載 王　　峻 永興行営兵馬都監 宣徽南院使 内諸司使 上掲43

⑩ 王　　峻 対契丹防禦軍を監す 宣徽北院使 内緒司使 上掲43

47 (不明) 泥中征討の歩軍を監す (使臣) (三班使臣)

48 後周 太祖 梁晋超 行営馬軍部監 (旧貝州節義艶)

⑩ 向　　訓 秦寧節度使征討軍の都監 皇城使 内緒司使 鯛趨贋Fに客となる,曝桟するに獄感斯に著し､哨□撒樋践

＠ 趙　　鳳 秦寧征討軍の行営歩軍都監 作坊副使 内緒司使 鯛太祖､郵に鎮せし時､廠下に委質すo即位後､作湖粳に抜擢さる，

51 世宗 (不明) 北漢征討軍の監押 (使臣) に班使臣）

⑩ 向　　訓 河東行宮都監 宣徽使 内諸司使 上掲49

⑩ 王晋卿 先鋒都監 東頭供奉官 三班使臣 回､酬に鎮せ匯畦邨て観し､Ｆに隷す｡瞰後､顛M暗に補さる，

54 斎蔵珍 秦鳳征討の偏師を監す (不明) 團戮拐こ､彼咄論･鴫渾に採るべきものを認め､政讃､眠より腿す，

⑩ 皆居潤 西征軍の行宮部監 客省使 内緒司使 世宗､京師の尹たりし昿帥の諸に補す､即位後､轄庫使に抜擢す，

⑩ 向　　訓 西南行営兵馬都監 宣徽南院使 内緒司使 上掲49

57 斎蔵珍 南唐征討軍を監護す (不明) 上掲54

⑩ 向　　訓 淮南進招討都監 宣徽院使 内諸司使 上掲

⑩ 田欽祚 前軍部監 供奉官 三班使臣 父､酬價恨令方､Ｆの猷雌縁し､衝に窃さる,翫肺を髭に財す，
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伝
に
よ
れ
ば
、
「
朱
全
言
に
事
え
、
腹
心
と
為
る
」
と
あ
り
、
『
通
鑑
』
巻
二
六
三
、

天
復
三
年
丙
辰
の
条
に
は
、
朱
金
言
の
「
親
吏
」
と
あ
る
。
ま
た
、
宣
一
徹
北
院
使

兼
皇
城
使
に
任
ぜ
ら
れ
た
王
殷
な
る
者
は
、
『
通
鑑
』
巻
二
六
四
、
大
役
三
年
夏
四

月
己
卯
の
条
に
よ
れ
ば
、
来
全
言
の
「
押
牙
」
と
あ
る
。
こ
の
押
牙
（
押
衛
）
は

節
度
使
幕
下
の
最
高
の
幹
部
将
校
の
一
つ
で
、
軍
営
の
総
務
部
長
に
当
た
る
と
い

う
。
（
ま
こ
つ
ま
り
、
来
全
言
は
こ
の
時
点
で
皇
帝
の
側
近
、
宮
城
の
宿
衛
、
都
下
の

普
遍
を
す
べ
て
腹
心
の
幕
僚
で
固
め
た
の
で
あ
っ
た
。

　
内
語
司
使
の
制
度
的
展
開
の
上
か
ら
言
え
ば
、
こ
こ
を
以
て
内
諸
司
使
へ
の
士

人
任
用
が
始
ま
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
『
通
鑑
』
巻
二
七
三
、
後
唐
・
同
完
二
年

春
正
月
の
条
に
「
内
諸
司
使
、
自
天
祐
以
来
、
以
士
人
代
之
（
宦
官
）
」
と
あ
る
如

く
、
こ
の
人
事
方
針
は
五
代
に
継
承
さ
れ
、
上
掲
表
５
の
内
清
司
使
に
属
す
る
者

の
略
歴
に
見
る
如
く
、
後
唐
荘
宗
の
一
時
期
を
除
き
、
五
代
歴
朝
に
お
い
て
一
貫

し
て
踏
襲
さ
れ
た
。
天
祐
元
年
の
勅
は
三
班
使
臣
の
人
事
に
つ
い
て
言
及
し
て
な

い
が
、
内
諸
司
使
と
同
様
に
五
代
を
通
し
て
士
人
が
任
用
さ
れ
た
こ
と
が
判
明
し

て
い
る
。

　
論
点
を
部
監
補
任
者
の
人
事
に
戻
す
こ
と
に
し
よ
う
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
五

代
の
部
監
補
往
者
の
七
一
％
を
占
め
る
内
諸
司
使
・
三
班
使
臣
が
士
人
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
っ
た
。
と
こ
ろ
で
、
残
り
の
二
九
％
に
つ
い
て
も
、
荘
宗
朝
の
補
狂
者

を
除
け
ば
、
そ
の
宮
職
名
か
ら
し
て
す
べ
て
士
人
で
あ
る
こ
と
は
一
目
瞭
然
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
後
唐
荘
宗
期
を
除
き
、
五
代
の
行
営
部
監
に
は
一
様
に
士
人
が
任

用
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
が
言
え
る
。

　
さ
て
、
冒
頭
に
言
及
し
た
如
く
、
唐
初
に
御
史
を
行
宮
監
軍
に
任
じ
た
こ
と
が

あ
っ
た
が
、
五
代
に
お
け
る
部
監
へ
の
士
人
任
用
は
こ
の
唐
初
の
制
へ
の
復
帰
を

志
向
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
上
述
の
唐
末
天
祐
元
年
の
改
削
で
最
も
注
目
さ

れ
る
の
は
、
内
談
司
使
に
朱
全
店
の
「
腹
心
」
、
す
な
わ
ち
最
も
信
頼
を
寄
せ
る
臣

属
（
宮
武
軍
節
度
使
時
の
幕
僚
）
を
任
用
し
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
後
梁
に
入
っ

て
内
語
司
使
が
増
員
さ
れ
た
事
実
に
見
る
如
く
、
朱
全
店
は
唐
朝
の
宦
官
を
粛
正

し
た
も
の
の
、
皇
帝
の
側
近
官
僚
を
蓄
養
す
る
内
諸
司
使
・
三
班
使
臣
組
織
の
有

用
性
は
認
め
て
こ
れ
を
温
存
し
、
唐
朝
皇
帝
に
お
け
る
宦
官
と
同
様
に
彼
に
と
っ

て
の
家
産
官
僚
的
な
人
材
、
す
な
わ
ち
藩
鎮
時
代
の
幕
僚
を
こ
れ
に
起
用
し
た
の

で
あ
る
。
か
く
て
、
唐
末
に
及
ん
で
宦
官
を
任
じ
た
唐
朝
の
令
外
内
廷
組
織
は
、

朱
全
店
の
親
信
士
人
が
起
用
さ
れ
た
外
廷
の
側
近
組
織
に
質
的
転
化
を
遂
げ
た
の

で
あ
っ
た
。

　
朱
全
店
が
後
梁
を
建
国
し
た
後
も
か
か
る
人
事
方
針
は
継
続
さ
れ
、
そ
の
後
、

荘
宗
期
を
除
く
五
代
歴
朝
に
踏
襲
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
上
掲
表
５
の
都
監
補
任

者
の
略
歴
か
ら
も
十
分
に
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
表
中
の
内
諸
判
読
・

三
班
使
臣
の
織
に
あ
る
も
の
で
経
歴
の
明
ら
か
な
者
一
九
名
の
内
、
コ
八
名
（
ハ

四
％
）
が
皇
帝
の
即
位
以
前
の
旧
臣
で
、
即
位
直
後
に
内
諸
司
使
・
三
班
使
臣
に

起
用
さ
れ
た
者
で
あ
り
、
一
名
が
皇
帝
の
外
戚
、
今
一
名
が
死
事
臣
の
子
弟
と
い

う
よ
う
に
、
両
官
職
系
に
任
じ
た
約
九
五
％
の
者
に
、
皇
帝
と
の
厚
い
信
頼
関
係

乃
至
は
皇
帝
へ
の
強
い
忠
誠
心
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
史
伝
に

よ
れ
ば
、
前
述
の
後
梁
の
段
凝
は
溜
池
県
の
主
簿
を
捨
て
て
太
祖
朱
全
店
に
仕
え
、

妹
を
太
祖
の
後
宮
に
侍
ら
せ
た
こ
と
も
与
っ
た
が
、
フ
心
腹
を
委
ね
ら
れ
た
」
と
い

う
（
『
旧
五
代
史
』
巻
七
三
）
。
ま
た
、
後
唐
の
張
延
期
は
末
帝
李
従
珂
が
河
中
節

度
使
の
時
に
軍
城
馬
歩
都
虞
候
と
し
て
仕
え
て
「
腹
心
」
と
な
り
（
同
書
巻
六
九
）
、

後
漢
の
予
診
従
も
高
祖
劉
知
遠
が
禁
軍
の
長
官
た
り
し
時
に
郷
里
の
旧
を
以
て

　
「
親
信
」
と
な
っ
た
と
い
う
（
同
書
巻
一
〇
六
）
。
表
５
の
彼
等
の
略
伝
を
注
視
す

る
と
、
藩
帥
時
代
の
皇
帝
が
転
任
す
る
都
度
、
そ
れ
に
随
伴
し
た
者
が
幾
人
か
い

ｎ



一五代の行宮部監－(二)宋都監探原考植友永

る
が
、
彼
等
は
「
元
従
」
と
称
さ
れ
、
最
も
主
君
に
忠
実
で
そ
れ
故
に
厚
い
信
頼

を
受
け
た
。

　
要
す
る
に
、
部
監
補
任
老
の
大
半
を
占
め
る
内
請
判
使
と
三
班
使
臣
に
は
、
皇

帝
の
最
も
信
頼
す
る
士
人
が
原
則
的
に
起
用
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
彼
等

の
中
に
は
先
代
の
皇
帝
と
の
縁
故
で
内
諸
司
使
を
拝
命
し
、
次
の
皇
帝
の
代
に
部

監
に
補
任
さ
れ
た
ケ
ー
ス
も
あ
る
が
、
都
監
へ
の
補
狂
に
当
た
り
、
次
代
の
皇
帝

は
先
代
に
対
す
る
と
同
じ
忠
誠
心
を
彼
等
に
期
待
し
得
た
も
の
と
考
え
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
表
５
に
戻
っ
て
再
び
補
狂
者
の
略
歴
に
注
目
す
る
と
、
内
諸
司
使
・

三
班
使
臣
に
属
す
る
者
以
外
に
も
、
当
時
の
皇
帝
と
の
私
的
な
縁
故
関
係
を
指
摘

で
き
る
者
が
い
る
。
例
え
ば
、
皇
帝
の
外
戚
に
当
た
る
老
に
、
後
梁
末
帝
の
「
近

臣
」
・
「
近
職
」
と
称
さ
れ
る
（
９
）
張
漢
傑
（
末
帝
の
張
徳
妃
の
兄
弟
）
・
（
3
7
）

天
平
節
度
使
張
従
恩
（
後
背
少
帝
の
舅
）
が
い
る
。
ま
た
、
皇
帝
の
即
位
前
の
旧

臣
と
し
て
は
、
後
唐
明
宗
朝
の
（
1
4
）
護
駕
親
軍
都
指
揮
使
張
虔
則
・
（
1
5
）
通
事

舎
人
李
彦
刑
、
後
背
少
帝
朝
の
（
4
0
）
定
州
節
度
使
李
殷
か
お
り
、
先
代
皇
帝
の

即
位
前
の
旧
臣
に
、
後
唐
関
帝
朝
の
（
1
8
）
揮
聖
指
拝
読
安
彦
威
、
後
背
少
帝
朝

に
（
3
9
）
侍
衛
都
虞
候
並
び
に
（
4
1
）
侍
衛
馬
歩
部
指
揮
使
に
任
じ
た
李
守
貞
が

い
る
。
従
っ
て
、
内
語
司
使
・
三
班
使
臣
に
属
す
る
者
に
か
か
る
皇
帝
の
私
的
縁

故
老
を
加
え
る
と
、
部
監
補
任
者
の
八
二
％
（
四
一
件
）
に
関
し
て
、
皇
帝
と
の

間
に
強
い
信
頼
関
係
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
五
代
の
行

宮
都
監
に
は
皇
帝
の
即
位
以
前
の
旧
臣
の
如
き
最
頼
の
士
人
を
起
用
す
る
の
が
一

般
的
傾
向
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。

　
こ
の
様
に
、
唐
代
に
宦
官
が
狂
ぜ
ら
れ
た
行
宮
部
監
は
、
五
代
に
は
皇
帝
の
親
信

士
人
が
起
用
さ
れ
た
。
補
任
者
が
宦
官
か
ら
士
人
へ
と
変
化
し
て
い
る
が
、
皇
帝

の
側
近
官
僚
を
派
遣
し
て
行
営
軍
の
軍
政
を
監
督
さ
せ
、
こ
れ
を
制
御
し
よ
う
と

い
う
理
念
は
、
唐
か
ら
五
代
へ
と
踏
襲
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、

五
代
の
士
入
部
監
は
唐
初
の
御
史
監
軍
の
復
活
で
は
な
く
、
唐
後
半
期
に
出
現
し

た
宦
官
監
軍
を
直
接
継
承
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
そ
し
て
、
唐
朝
の
宦

官
監
軍
が
玄
宗
朝
以
降
の
皇
帝
権
力
強
化
の
過
程
で
出
現
し
た
こ
と
を
考
え
る

と
、
五
代
の
行
宮
部
監
も
そ
の
様
な
政
治
意
図
を
体
現
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
言

え
よ
う
。

　
　
お
わ
り
に

　
唐
後
半
期
に
出
現
し
た
行
宮
都
監
は
、
五
代
に
お
い
て
も
認
め
ら
れ
、
軍
事
多

端
な
時
代
性
を
反
映
し
、
唐
を
凌
い
で
頻
繁
に
派
遣
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
や
が

て
常
制
化
に
向
か
っ
た
。
五
代
の
部
監
に
関
し
て
特
徴
的
な
こ
と
は
、
第
一
に
そ

の
補
任
者
が
唐
代
の
宦
官
か
ら
士
人
に
変
化
し
た
こ
と
で
あ
り
、
第
二
に
士
人
の

中
で
も
内
諸
司
使
・
三
班
使
臣
に
補
さ
れ
た
者
を
主
と
す
る
皇
帝
の
親
信
者
が
起

用
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
宋
朝
に
お
い
て
は
、
こ
の
内
清
司
使
・
三
班
使

臣
は
中
・
下
級
武
官
の
寄
禄
官
と
し
て
官
制
上
位
置
づ
け
ら
れ
、
軍
制
路
や
府
州
・

県
の
部
監
・
監
押
或
い
は
行
宮
部
監
・
監
押
の
職
を
差
遣
と
し
て
与
え
ら
れ
る
が
、

そ
れ
は
五
代
に
お
け
る
か
か
る
傾
向
が
宋
朝
に
及
ん
で
定
着
し
制
度
化
し
て
い
っ

た
も
の
と
考
え
る
。

　
さ
て
、
そ
の
様
に
宋
制
を
論
じ
る
時
、
何
を
措
い
て
も
考
究
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
が
、
軍
制
路
・
府
州
・
県
に
あ
ま
ね
く
設
け
ら
れ
た
屯
駐
禁
軍
の
監
督
官

た
る
部
監
の
起
源
で
あ
る
。
筆
者
は
冒
頭
に
述
べ
た
如
く
、
そ
れ
は
行
宮
部
監
か

ら
派
生
し
た
地
方
屯
駐
禁
軍
の
監
軍
職
が
、
従
来
の
藩
鎮
監
軍
的
機
能
を
も
兼
備

す
る
過
程
で
生
成
し
て
き
た
も
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
る
が
、
詳
し
く
は

稿
を
改
め
て
論
じ
た
い
。
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註

（
１
）
　
『
宋
史
』
巻
一
九
六
、
兵
一
〇
、
屯
戌
之
制
の
項
に
「
若
悍
禦
辺
寇
、
即
総
管
鈴
轄
共

　
　
議
、
州
長
吏
等
母
預
事
」
と
あ
り
、
同
書
巻
一
六
七
、
職
官
七
、
路
分
郡
監
の
項
に
、
「
掌

　
　
本
路
禁
旅
屯
戌
辺
防
訓
練
之
政
令
」
と
あ
る
。

（
２
）
　
　
『
宋
史
』
巻
一
六
七
、
職
官
七
、
路
分
郡
監
の
項
に
「
資
浅
者
為
監
押
」
と
あ
る
。

（
３
）
　
『
宋
史
』
巻
二
五
八
、
曹
彬
伝
に
、

　
　
　
　
曹
彬
…
隷
（
後
周
）
世
宗
帳
下
、
従
鎮
潰
淵
。
補
供
奉
官
、
擢
河
中
郡
監
。
蒲
帥
王
仁

　
　
　
　
鎬
、
以
彬
帝
戚
尤
加
礼
遇
、
・
：
仁
鎬
謂
従
事
日
、
老
夫
白
眉
夙
夜
匪
塀
、
及
見
監
軍
行

　
　
　
　
厳
、
始
覚
己
之
散
率
也
。
・
：
出
為
替
州
兵
馬
都
監
。
一
日
与
主
帥
、
蜃
賓
従
環
坐
於
野

　
　
　
　
会
。
隣
道
守
将
走
憤
、
馳
書
来
詣
。
使
者
素
不
識
彬
、
潜
問
人
日
、
執
為
曹
監
軍
。
有

　
　
　
　
指
彬
以
示
之
。
・
：
建
隆
二
年
自
平
陽
召
帰
。

　
　
と
あ
っ
て
、
五
代
米
の
例
で
あ
る
が
、
後
周
の
河
中
都
監
こ
日
州
部
監
で
あ
っ
た
曹
彬
を

　
　
監
軍
と
称
し
て
い
る
。
ま
た
、
『
米
史
』
（
巻
二
七
三
）
の
李
謙
溥
伝
に
よ
る
と
、
同
様
に

　
　
後
周
の
時
、
謙
溥
が
替
州
兵
馬
都
監
の
職
に
在
っ
て
監
軍
と
称
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　
　
　
と
こ
ろ
で
、
監
軍
の
「
監
」
の
同
義
語
に
「
護
」
或
は
「
監
護
」
な
る
語
が
あ
り
、
「
監

　
　
軍
」
と
同
じ
く
「
護
軍
」
と
称
す
と
、
軍
隊
を
監
領
す
る
こ
と
を
意
味
し
た
（
職
名
と
し

　
　
て
熟
し
た
も
の
も
あ
る
）
。
そ
こ
で
、
部
監
を
指
し
て
護
軍
と
称
し
か
例
を
挙
げ
て
み
よ
う
。

　
　
　
『
米
史
』
（
巻
二
五
九
）
郭
守
文
伝
に
よ
る
と
、
太
宗
朝
に
守
文
が
北
漢
征
討
に
従
軍
し
た

　
　
時
の
職
務
を
「
分
護
行
宮
馬
歩
軍
」
及
び
「
護
定
州
屯
兵
」
と
記
し
て
い
る
が
、
王
瓜
栴

　
　
の
撰
し
か
守
文
の
墓
誌
銘
（
『
小
畜
集
』
ニ
ハ
）
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
「
河
東
行
宮
馬
軍

　
　
都
監
」
及
び
「
定
州
駐
泊
兵
馬
都
監
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
『
米
史
』
（
巻
二
五
七
）

　
　
李
處
耘
伝
に
よ
れ
ば
、
李
處
耘
は
太
祖
朝
の
刑
南
・
湘
南
征
服
戦
役
に
行
宮
部
監
と
し
て

　
　
従
軍
し
た
が
、
こ
れ
を
「
刑
湘
之
役
、
處
耘
以
近
臣
、
護
軍
」
と
記
し
て
い
る
。

（
４
）
　
拙
稿
「
米
部
監
探
原
考
（
ご
ー
唐
代
の
行
宮
部
監
－
（
『
別
府
大
学
紀
要
』
三
七
、
一

　
　
九
九
六
）
。
な
お
、
米
の
部
監
に
つ
い
て
は
渡
漫
久
氏
の
「
北
米
時
代
の
部
監
」
（
『
東
洋
史

　
　
苑
』
四
四
、
▽
几
九
四
）
な
る
高
論
が
あ
り
、
北
米
に
お
け
る
都
監
の
制
度
的
変
遷
を
詳

　
　
細
に
論
じ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
氏
は
そ
の
序
論
の
中
で
簡
単
に
唐
・
五
代
の
都
監
に
も

　
　
言
及
さ
れ
て
い
る
が
、
筆
者
と
は
分
析
の
観
点
や
見
解
を
些
か
異
に
す
る
こ
と
も
あ
り
、

　
　
改
め
て
卑
見
を
述
べ
る
次
第
で
あ
る
。
先
論
で
も
一
言
し
た
と
こ
ろ
だ
が
、
筆
者
は
部
監

　
　
は
臨
時
の
行
宮
部
監
と
恒
常
的
な
屯
駐
部
隊
の
部
監
に
弁
別
し
て
考
察
さ
れ
る
べ
き
で
あ

　
　
る
と
考
え
て
い
る
。
特
に
後
者
の
う
ち
府
州
・
県
に
広
範
に
設
け
ら
れ
た
部
監
に
つ
い
て

　
　
は
、
五
代
に
お
け
る
禁
軍
の
地
方
屯
駐
と
藩
鎮
支
郡
の
中
央
直
属
化
の
展
開
、
及
び
唐
以

　
　
来
の
藩
鎮
監
軍
制
の
展
開
を
睨
み
な
が
ら
、
そ
の
出
現
の
過
程
を
考
察
す
る
必
要
が
あ
る

　
　
と
考
え
る
。
本
来
行
官
軍
の
監
軍
で
あ
る
と
こ
ろ
の
部
監
が
、
五
代
の
あ
る
時
期
か
ら
藩

　
　
鎮
の
監
軍
の
如
く
見
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
恐
ら
く
、
禁
軍
の
国
内
各
地
へ
の
派
遣
・

　
　
常
駐
に
伴
っ
て
、
そ
れ
が
軍
事
行
動
な
る
が
故
に
、
叛
乱
征
討
や
対
契
丹
防
禦
と
同
様
に

　
　
部
監
が
派
遣
さ
れ
、
現
地
で
こ
れ
の
監
督
に
任
じ
、
や
が
て
屯
駐
禁
軍
の
軍
事
力
を
背
景

　
　
に
屯
駐
他
の
藩
鎮
牙
軍
に
も
監
督
権
を
及
ぼ
す
よ
う
に
な
り
、
従
来
の
藩
鎮
監
軍
的
機
能

　
　
を
兼
備
す
る
に
至
っ
た
結
果
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
別
に
詳
論

　
　
し
た
い
。

（
５
）
　
喪
中
、
「
監
陣
」
爪
監
陳
」
（
９
・
1
2
・
1
3
）
と
あ
る
も
の
は
、
戦
闘
行
動
に
お
け
る
来

　
　
端
部
隊
を
単
位
に
割
り
付
け
ら
れ
た
監
軍
職
を
指
す
も
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。
『
通

　
　
鑑
』
巻
二
四
八
、
武
宗
、
会
昌
四
年
八
月
戊
申
の
条
に
、

　
　
　
　
初
李
徳
裕
以
韓
全
義
以
来
、
将
帥
出
征
厦
敗
。
其
弊
有
三
、
…
二
者
、
監
軍
各
以
意

見
指
揮
軍
事
、
将
帥
不
得
専
進
退
。
三
者
、
毎
軍
各
有
宦
者
為
監
使
、
悉
選
車
中
験

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
・
１
一
番
・
一
一
　
馨
ゆ
●

勇
数
百
為
牙
隊
。
其
在
陣
戦
闘
者
、
皆
怯
弱
之
士
。
毎
戦
監
使
自
有
信
旗
、
乗
高
立

　
一
　
一
一
・
・
Ｉ
　
●
１
●
・
・
　
番
・
一
一
・
　
一
番
ゆ
Ｉ

馬
、
以
牙
隊
自
衛
。
視
軍
勢
小
却
、
稗
引
旗
先
走
、
陣
従
而
潰
。
徳
裕
乃
与
枢
密
使

　
　
場
教
義
・
劉
行
深
議
、
約
散
監
軍
、
不
得
預
軍
政
。
毎
兵
千
人
、
聴
監
便
取
十
人
白

　
　
衛
、
有
功
隨
例
言
賞
。
二
枢
密
皆
以
為
然
、
白
上
行
之
。
白
禦
回
胆
、
至
渾
酪
罷
兵
、

　
　
皆
守
此
制
。

と
あ
っ
て
、
武
宗
朝
の
李
徳
裕
が
韓
全
義
以
来
の
不
逞
藩
鎮
征
討
の
失
敗
要
因
を
論
じ
る

中
で
、
監
軍
の
軍
政
関
与
と
監
便
の
恣
意
行
為
を
指
摘
し
て
い
る
が
、
徳
宗
朝
こ
の
方
、

監
軍
が
主
帥
の
統
帥
権
を
侵
し
、
独
白
の
判
断
で
軍
事
を
指
揮
し
て
い
た
こ
と
、
軍
ご
と

に
宦
官
の
監
便
な
る
も
の
が
存
在
し
、
戦
場
で
指
揮
を
執
っ
て
い
た
こ
と
な
ど
が
知
ら
れ

る
。
或
い
は
監
陳
（
監
陣
）
と
は
か
か
る
監
便
を
指
す
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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五代の行宮部監－友永　　櫨：宋都監探原考（二）

（
６
）
　
後
掲
の
喪
５
を
参
照
す
る
と
、
哀
歓
院
使
が
行
宮
部
監
に
任
ぜ
ら
れ
た
事
例
は
、
三
叛

　
　
征
討
を
含
め
て
Ｉ
〇
件
検
出
さ
れ
、
い
ず
れ
も
が
雄
藩
の
叛
乱
や
契
丹
の
侵
入
に
対
す
る

　
　
大
規
模
な
軍
事
行
動
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
哀
歓
院
使
は
後
述
の
内
談
司
使
の
筆
頭
で
、

　
　
朝
堂
に
お
い
て
は
枢
密
使
に
次
ぐ
地
位
を
占
め
る
要
職
で
あ
っ
た
か
ら
、
重
要
な
軍
事
行

　
　
動
に
際
し
て
、
行
官
軍
の
監
督
を
任
ぜ
ら
れ
た
も
の
と
考
え
る
。
宣
歓
院
使
に
つ
い
て
は
、

　
　
拙
稿
「
唐
末
時
代
の
哀
歓
院
使
に
つ
い
て
ー
主
に
五
代
の
哀
歓
院
使
の
活
動
に
注
目
し
て

　
　
ー
」
（
『
北
大
史
学
』
　
一
八
、
一
九
七
八
）
を
参
照
さ
れ
た
し
。

（
７
）
　
喪
５
に
関
し
て
、
後
梁
末
帝
朝
の
（
６
）
張
氏
の
事
跡
は
具
体
的
に
は
（
９
）
張
漢
傑

　
　
の
事
跡
を
指
し
て
い
る
と
恵
わ
れ
る
。
ま
た
、
（
８
）
段
凝
・
（
９
）
張
漢
傑
は
後
唐
荘
宗

　
　
朝
に
掲
げ
て
い
る
が
、
事
跡
は
後
梁
朝
に
繋
が
る
。

（
８
）
　
喪
中
の
藩
帥
・
州
長
（
2
9
・
3
0
・
3
5
）
に
関
し
て
は
遥
領
の
可
能
性
も
あ
る
が
、
検
証

　
　
で
き
な
い
。
も
し
遥
領
と
す
れ
ば
、
本
官
が
内
諸
司
使
で
あ
る
可
能
性
が
高
く
、
従
っ
て

　
　
内
諸
司
使
こ
二
班
使
臣
の
割
合
は
更
に
高
く
な
る
。

（
９
）
　
梅
原
部
『
末
代
官
僚
制
度
研
究
』
（
同
朋
社
、
一
九
八
五
）
。

（
1
0
）
　
小
岩
井
弘
光
「
北
末
の
使
臣
に
つ
い
て
」
（
『
集
刊
東
洋
学
』
四
八
、
一
九
八
二
）
、
梅
原

　
　
部
「
末
代
の
武
階
」
（
『
東
方
学
報
』
△
京
都
▽
五
六
、
一
九
八
四
）
。
な
お
、
梅
原
氏
の
高

　
　
論
は
補
訂
の
う
え
上
掲
の
大
著
『
末
代
官
僚
制
度
研
究
』
に
第
二
章
と
し
て
収
め
ら
れ
て

　
　
い
る
。

茸
）
　
註
（
６
）
の
哀
歓
院
使
に
つ
い
て
の
拙
稿
、
及
び
「
唐
・
五
代
三
班
使
臣
考
」
（
『
末
代

　
　
の
社
会
と
文
化
』
、
汲
古
書
院
、
一
九
八
三
）
、
「
北
栄
三
班
使
臣
考
」
（
『
別
府
大
学
短
期
大

　
　
学
部
紀
要
』
七
、
一
九
八
八
）
。

（
1
2
）
　
内
諸
司
使
は
後
述
の
如
く
、
唐
の
天
祐
元
年
に
哀
歓
院
使
以
下
の
九
使
に
削
減
さ
れ
る

　
　
が
、
後
梁
朝
に
は
旧
に
復
さ
れ
た
如
く
で
あ
る
。
『
五
代
会
要
』
巻
二
四
、
諸
使
雑
録
に
後

　
　
梁
の
諸
司
使
と
し
て
、
崇
政
院
使
・
租
庸
使
・
哀
歓
院
使
・
客
省
使
・
天
験
使
・
飛
龍
使
・

　
　
荘
宅
使
・
大
和
庫
使
・
豊
徳
庫
使
・
儀
奎
使
・
乾
文
院
使
・
文
恵
院
使
・
五
防
（
坊
使
）
・

　
　
如
京
使
・
尚
食
使
・
司
膳
使
・
洛
苑
使
・
教
坊
使
・
東
上
開
門
使
・
西
上
開
門
使
・
内
園

　
　
栽
接
使
・
弓
箭
庫
使
・
大
内
皇
城
使
こ
八
備
庫
使
・
引
速
読
・
左
蔵
庫
使
・
西
京
大
内
皇

　
　
城
使
・
開
版
使
・
宮
苑
使
・
翰
林
使
の
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
内
、
唐
の
枢
密

　
　
使
を
改
め
た
崇
政
院
使
と
財
務
使
職
の
租
庸
使
を
除
い
た
も
の
が
後
梁
の
内
諸
司
使
と
考

　
　
え
ら
れ
る
。
後
掲
『
通
鑑
』
巻
二
七
三
、
後
唐
・
同
光
二
年
正
月
の
「
内
諸
司
使
、
自
天

　
　
祐
以
来
、
以
士
人
代
之
」
な
る
記
事
の
胡
註
に
、
や
は
り
後
梁
の
内
語
司
使
が
挙
げ
ら
れ

　
　
て
い
る
が
、
宜
徹
院
使
と
西
京
大
内
皇
城
使
を
欠
く
こ
と
を
除
け
ば
、
『
五
代
会
要
』
の
諸

　
　
使
と
同
じ
で
あ
る
。
梅
原
氏
は
「
末
の
あ
る
時
期
ま
で
、
後
梁
時
代
の
も
の
は
勿
論
、
そ

　
　
れ
以
後
増
設
さ
れ
た
分
も
含
め
て
、
五
代
の
内
浩
司
使
は
ほ
と
ん
ど
継
承
さ
れ
て
存
続

　
　
し
」
、
そ
の
後
淘
汰
さ
れ
て
宋
の
武
階
の
諸
司
使
・
副
に
定
着
し
て
ゆ
く
と
論
じ
ら
れ
て
い

　
　
る
（
註
（
６
）
の
著
書
）
。

（
1
3
）
　
三
班
使
臣
の
呼
称
は
末
に
及
ん
で
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、
そ
の
包
摂
す
る
諸
官

　
　
す
な
わ
ち
供
奉
官
・
殿
直
・
承
旨
は
、
既
に
唐
代
に
お
い
て
そ
の
存
在
が
確
認
さ
れ
、
五

　
　
代
に
お
い
て
は
東
西
頭
供
奉
官
・
左
右
殿
直
・
殿
前
承
旨
な
る
呼
称
を
以
て
史
書
に
現
れ

　
　
る
。
そ
の
後
、
末
代
に
至
る
と
官
権
の
増
設
・
改
称
が
行
わ
れ
、
殿
侍
こ
二
班
借
差
・
三

　
　
班
差
使
こ
二
班
借
職
・
三
班
奉
職
・
左
右
殿
直
・
左
右
侍
禁
・
東
西
頭
供
奉
官
・
内
殿
崇

　
　
班
・
内
殿
承
制
を
以
て
構
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
（
註
（
８
）
三
班
使
臣
関
係
の
拙
稿
）
。

（
1
4
）
　
後
唐
の
荘
宗
は
大
唐
の
後
継
者
を
も
っ
て
自
任
し
た
の
で
、
唐
の
旧
制
を
復
す
る
と
こ

　
　
ろ
が
あ
っ
た
。
宦
官
の
復
権
と
重
用
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
『
通
鑑
』
巻
二
七
三
、
後
唐
・

　
　
同
光
二
年
春
正
月
の
条
に
、

　
　
　
　
勅
、
内
宮
不
応
居
外
。
応
前
朝
内
言
及
諸
道
監
軍
、
井
私
家
先
所
畜
者
、
不
以
貴
賤
、

　
　
　
　
並
造
詣
闘
。
時
在
上
左
右
者
已
五
百
人
、
至
是
殆
及
千
人
。
皆
給
賠
優
厚
、
委
之
事

　
　
　
　
任
、
以
為
腹
心
。
内
語
司
使
、
自
天
祐
以
来
、
以
士
人
代
之
。
至
是
復
用
宦
者
、
浸

　
　
　
　
干
政
事
。
既
而
復
置
諸
道
監
軍
、
節
度
使
出
征
、
或
留
闘
下
、
軍
府
之
政
、
皆
監
軍

　
　
　
　
決
之
。
陵
忽
主
帥
、
情
勢
争
権
。
由
是
藩
鎮
皆
憤
怒
。

　
　
と
あ
り
、
荘
宗
が
唐
来
の
朱
全
忠
に
よ
る
粛
正
を
免
れ
て
民
間
に
隠
棲
し
て
い
た
宦
官
を

　
　
闘
下
に
召
還
し
、
内
諸
司
使
や
諸
道
の
監
軍
使
に
復
用
し
て
こ
れ
を
親
信
し
た
こ
と
が
伝

　
　
え
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
こ
の
『
通
鑑
』
の
記
事
は
内
諸
司
使
へ
の
宦
官
復
用
し
か
伝
え
て
い
な
い
が
、
同
じ
官

　
　
職
体
系
に
属
し
、
内
諸
岡
使
の
下
に
列
す
る
三
班
使
臣
に
も
、
当
然
宦
官
が
任
用
さ
れ
る

　
　
こ
と
と
な
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
『
通
鑑
』
巻
二
七
三
、
後
唐
・
同
光
三
年
九
月
庚
子
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の
条
に
、

　
　
　
　
以
魏
王
徹
笈
充
西
川
四
面
行
営
都
統
ク
：
都
統
置
中
軍
、
以
供
奉
官
李
従
襲
充
中
軍

　
　
　
　
馬
歩
都
指
揮
監
押
、
高
品
李
廷
安
・
呂
知
柔
充
魏
王
府
通
謁
。

　
　
と
あ
り
、
記
事
の
後
の
期
註
に
「
李
従
襲
等
皆
宦
官
也
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
荘
宗
朝
の

　
　
前
司
征
討
軍
に
宦
官
の
供
奉
官
李
従
襲
が
従
軍
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
ま
た
『
冊
府

　
　
元
亀
』
巻
六
七
〇
、
内
臣
部
・
匪
構
の
項
に
、

　
　
　
　
後
唐
李
延
安
工
学
従
襲
・
呂
知
柔
、
皆
供
奉
中
宮
也
。
荘
宗
同
光
三
年
、
伐
司
。
魏

　
　
　
　
王
継
笈
為
都
統
、
郭
崇
垢
為
副
、
…
…
時
荘
宗
令
廷
安
・
従
襲
・
知
柔
為
都
統
府
綱

　
　
　
　
紀
、
見
崇
垢
行
府
。

　
　
と
あ
っ
て
、
同
じ
く
従
軍
し
た
李
廷
安
（
李
廷
安
）
・
呂
知
柔
も
宦
官
の
供
奉
官
で
あ
っ
た

　
　
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
両
史
料
は
荘
宗
朝
に
宦
官
が
三
班
使
臣
に
属
す
る
供
奉
宦
に
任
ぜ

　
　
ら
れ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
様
な
宦
官
の
復
権
・
重
用
は
や
が
て
内
外
臣
僚
の
離
背
を
招
き
、
こ

　
　
れ
が
原
因
と
な
っ
て
荘
宗
政
権
は
崩
壊
し
た
。
荘
宗
末
期
の
内
乱
の
間
に
即
位
し
た
明
宗

　
　
は
、
前
轍
を
踏
ま
ぬ
た
め
に
内
外
政
界
か
ら
宦
官
勢
力
を
一
掃
し
た
。
『
通
鑑
』
巻
二
七
五
、

　
　
後
唐
・
天
成
元
年
夏
四
月
庚
子
の
条
に
、

　
　
　
　
監
国
（
後
の
明
宗
）
下
教
、
…
…
又
罷
諸
道
監
軍
使
。
以
荘
宗
由
宦
官
亡
国
。
命
諸

　
　
　
　
道
尽
殺
之
。

　
　
と
あ
り
、
又
同
月
甲
寅
の
条
に
、

　
　
　
　
大
赦
改
元
。
量
留
後
宮
百
人
・
宦
官
三
十
人
・
教
坊
百
人
・
鷹
坊
二
十
人
・
御
厨
五

　
　
　
　
十
人
、
自
余
任
従
所
適
。
諸
司
使
務
有
名
無
実
者
、
皆
廃
之
。

　
　
と
あ
っ
て
、
諸
道
の
監
軍
の
抹
殺
と
内
廷
宦
官
の
放
逐
が
指
揮
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　
　
従
っ
て
、
こ
れ
よ
り
後
は
内
諸
司
使
・
三
班
使
臣
に
は
再
び
士
人
が
起
用
さ
れ
る
よ
う
に

　
　
な
っ
た
と
判
断
し
て
差
し
支
え
な
か
ろ
う
。

（
1
5
）
　
註
（
1
2
）
参
照
。

（
1
6
）
　
（
８
）
段
凝
・
（
1
0
）
李
紹
宏
・
（
1
3
）
康
福
・
（
1
6
）
張
延
播
・
（
1
7
）
王
景
崇
・
（
2
1
）

　
　
張
鵬
・
（
2
3
）
張
延
期
・
（
2
4
）
李
守
貞
・
（
2
5
）
焦
継
勲
・
（
2
6
）
陳
思
譲
・
［
９
７
］
）
張
従
恩
・

　
　
　
（
4
2
）
李
彦
従
・
（
4
3
）
王
峻
・
（
4
4
）
呉
虔
裕
・
（
4
9
）
向
訓
・
（
5
0
）
趙
厘
・
（
5
3
）
王
晋

（
1
7
）

卿
・
（
5
5
）
咎
居
潤
・
（
5
9
）
田
欽
祚
の
十
九
名
。

　
　
（
８
）
段
凝
・
（
1
0
）
李
紹
宏
・
（
1
3
）
康
福
・
（
1
6
）
張
延
播
・
（
1
7
）
王
景
崇
・
（
2
1
）

張
鵬
・
（
2
3
）
張
延
期
入
2
4
）
李
守
貞
・
（
2
5
）
焦
継
勲
・
（
4
2
）
李
彦
従
・
（
4
3
）
王
峻
・

　
（
4
4
）
呉
虔
裕
・
（
4
9
）
向
訓
・
（
5
0
）
想
見
・
（
5
3
）
王
晋
鱒
・
（
5
5
）
咎
居
潤
の
十
六
名
。

（
1
8
）
　
　
（
2
7
）
張
従
恩
（
後
晋
少
帝
の
皇
后
の
父
）
。

（
1
9
）
　
（
5
9
）
田
欽
祚
。
こ
の
「
死
事
の
臣
」
と
は
「
死
王
事
の
巨
」
つ
ま
り
殉
職
し
た
巨
億

　
　
の
謂
で
あ
る
か
、
朝
廷
は
王
事
に
殉
じ
た
者
の
如
き
忠
君
の
精
神
を
他
の
巨
億
に
喚
起
す

　
　
べ
く
、
死
事
の
臣
僚
及
び
そ
の
遺
族
に
優
遇
措
置
を
は
か
り
、
当
人
に
官
を
追
贈
す
る
と

　
　
と
も
に
、
そ
の
子
弟
を
録
し
て
官
に
補
し
た
。
こ
の
様
な
恩
沢
に
与
っ
た
者
は
、
自
ず
と

　
　
そ
の
恩
恵
に
報
い
る
べ
く
他
の
官
僚
を
凌
ぐ
忠
誠
心
を
抱
懐
す
る
に
至
っ
た
も
の
と
考
え

　
　
る
。
『
宋
史
』
巻
二
五
五
、
宋
促
伝
に
、

　
　
　
　
宋
惺
、
…
…
父
廷
浩
、
尚
後
唐
荘
宗
女
義
寧
公
主
、
生
健
。
廷
浩
歴
石
・
原
・
房
三

　
　
　
　
州
刺
史
。
背
初
、
為
泥
水
関
使
。
張
従
貴
之
叛
、
力
戦
死
之
。
狸
年
十
一
、
以
父
死

　
　
　
　
事
、
補
殿
直
。

　
　
と
あ
り
、
後
背
の
宋
僅
は
泥
水
関
使
で
あ
っ
た
父
の
廷
浩
が
河
陽
に
起
こ
っ
た
張
従
賓
の

　
　
叛
乱
に
よ
っ
て
戦
死
を
遂
げ
た
こ
と
に
よ
り
、
弱
冠
十
一
歳
な
が
ら
殿
直
に
補
さ
れ
た
こ

　
　
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
様
に
幼
少
に
し
て
録
補
さ
れ
た
場
合
、
或
い
は
任
子
制
が

　
　
適
用
さ
れ
な
い
下
級
官
僚
の
子
弟
が
録
補
さ
れ
た
場
合
な
ど
は
、
こ
の
上
も
な
い
恩
沢
と

　
　
遺
族
に
は
受
け
取
ら
れ
た
に
相
違
な
い
。

　
　
　
五
代
に
お
け
る
死
事
臣
子
弟
の
三
班
使
臣
へ
の
録
補
事
例
と
し
て
は
、
こ
の
外
に
、
後

　
　
背
開
運
年
間
に
湖
州
刺
史
覆
進
宗
が
青
州
節
度
使
楊
光
遠
の
乱
に
戦
死
し
た
こ
と
を
以

　
　
て
、
子
の
覆
仁
欽
を
束
頭
供
奉
官
に
補
し
た
例
（
『
五
代
史
記
』
巻
三
十
三
、
死
事
伝
）
、

　
　
後
周
広
順
年
間
に
控
鶴
指
揮
使
郭
超
が
王
事
に
没
し
た
こ
と
を
以
て
、
子
の
郭
重
均
・
重

　
　
友
を
殿
直
に
補
し
た
例
（
『
冊
府
元
亀
』
巻
一
三
一
、
帝
王
部
・
低
質
一
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
　
　
唯
、
田
欽
祚
の
父
の
田
令
方
の
場
合
、
死
亡
の
経
緯
か
ら
「
死
王
事
」
の
範
噴
に
入
る

　
　
か
ど
う
か
問
題
な
し
と
は
し
な
い
が
、
事
件
が
彼
の
在
任
中
で
あ
り
、
田
欽
祚
の
録
補
も

　
　
彼
の
遭
禍
を
契
機
と
し
て
い
る
点
で
同
類
の
ケ
ー
ス
と
し
て
扱
っ
て
よ
か
ろ
う
。
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友永　　植：宋都監探原考（二）　一五代の行営都監－

（
補
註
士
史
料
中
の
「
将
校
」
は
「
将
校
」
で
あ
る
。
使
用
し
て
い
る
テ
キ
ス
ト
が
明
版
の

　
た
め
、
明
の
天
啓
帝
朱
田
校
の
「
校
」
学
を
避
け
、
「
校
」
に
改
め
て
い
る
。

（
補
註
２
）
（
4
7
）
・
（
5
1
）
の
「
使
臣
」
は
三
班
使
臣
を
指
す
も
の
と
は
断
定
し
難
い
の
で
、
件

　
数
に
入
れ
て
い
な
い
。

（
補
註
３
）
日
野
開
三
郎
『
東
洋
史
学
論
集
』
第
一
巻
（
第
二
部
団
結
兵
・
銀
将
と
藩
銀
体
制
）
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